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　少子高齢化が進む中、本県の活力を維持し、必要なサービスを提供していくには、デジタルを
ベースに仕事やサービスの在り方を根本から変革する「ＤＸ（デジタル・トランスフォーメーション）」
が不可欠です。
　埼玉県はＤＸ実現まで全職員ワンチームとなって歩んでいけるよう、次の取組を進めています。

埼玉発展の現場

ワンチーム埼玉でＤＸをワンチーム埼玉でＤＸを 推進

　ＤＸ実現までを３つのステップに分け、段階的に取組を進
めています。
　第１段階「アナログからデジタルへの転換（デジタイゼー
ション）」では、ペーパーレス化やウェブ会議の活用を推進し、
コピーの量はこれまでに減少、職員はパソコン１つでどこで
も仕事ができるようになりました。
　今後は第２段階「業務プロセスの改革（デジタライゼー
ション）」として、デジタルをベースに従来の仕事のやり方を
根本から見直し、生成ＡＩなどのツールを活用して業務効率
をさらに高め、県民サービスをより便利なものへと変えてい
き、最終段階である「ＤＸ」の実現を目指します。

　これまでのデジタル化は、ＩＴ企業にシステム開発を委
託するなど、外部のリソースに頼っていました。しかし、
近年はプログラミング知識がなくても誰でもアプリを構
築できる「ノーコードツール」や文書作成・要約等に活
用できる「生成ＡＩ」などの便利なツールが増えてきまし
た。これらツールの活用スキルを伸ばすことに加え、自
らデジタルを活用して業務の効率化を高めるため「ＩＴパ
スポート」などの資格取得を支援することで、職員必携
の「３種の神器」を持つデジタル人材を育成していきます。

　ＤＸを全庁に浸透させるには、１人ひとりの職員がデジタ
ル化について主体的に考え、提案し、行動する風土に変革
する必要があります。県ではＤＸの新規提案を求めるため、
中堅・若手職員を中心としたプロジェクトチームを設置し、
令和５年度は４４０人以上がプロジェクトに参加しています。
　また、職員がデジタルについて自発的に学んだり、情報
交換できるオンラインコミュニティ「デジカフェ」を開設し、
部局や職位を超えた活発な意見交換を行っています。

３つのステップでＤＸを推進

職員必携「３種の神器」

職員の力を結集

第３ステップ　DX

レギュラーメンバー
(登録した職員)

デジカフェマスター
(運営リーダー)

デジカフェアドバイザー
(ITスキルあり)

第1ステップ　デジタイゼーション

第2ステップ　デジタライゼーション
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

埼
玉
県
弘
済
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、輝
か
し
い

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、コ
ロ
ナ
禍
で
の
変
化
を
前
向
き
に
捉
え
、コ
ロ
ナ

を
超
克
し
た
持
続
的
発
展
を
可
能
に
す
る
社
会
の
実
現
を

目
指
す
ポ
ス
ト・コ
ロ
ナ
元
年
と
位
置
付
け
ま
し
た
。

　

本
年
は
、経
済
の
正
常
化
に
と
ど
め
る
こ
と
な
く
、埼
玉

県
が
直
面
す
る
二
つ
の
歴
史
的
な
課
題
に
敢
然
と
立
ち
向
か

い
、持
続
的
な
発
展
を
確
か
な
も
の
と
す
る
年
に
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
一つ
目
の
課
題
は
、人
口
減
少・超
少
子
高
齢
社
会
の
到
来

で
あ
り
、二
つ
目
は
、激
甚
化・頻
発
化
す
る
自
然
災
害
、パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
な
ど
の
危
機
への
対
応
で
す
。

　

二
つ
の
歴
史
的
課
題
に
立
ち
向
か
う
た
め
に
は
、１０
年
後
、

２０
年
後
を
見
据
え
た
未
来
志
向
の
施
策
展
開
が
必
要
で

す
。

　

ま
ず
、一つ
目
の
人
口
減
少・超
少
子
高
齢
社
会
へ
の
対
応

と
し
て
、人
口
減
少
下
で
あ
っ
て
も
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
で
持
続
的
成
長
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

Ｄ
Ｘ
を
更
に
推
進
す
る
こ
と
で
社
会
全
体
の
生
産
性
を
高

め
、新
た
な
価
値
や
サ
ー
ビ
ス
を
創
出
し
て
ま
い
り
ま
す
。生

成
Ａ
Ｉ
な
ど
の
活
用
に
よ
り
、業
務
プ
ロ
セ
ス
を
変
革
さ
せ
不

断
の
行
財
政
改
革
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、職
住
が
近
接
し
た
環
境
の
整
備
と
と
も
に
、地
域

で
の
高
齢
者
や
子
供
た
ち
の
見
守
り
を
可
能
に
す
る「
埼

玉
版
ス
ー
パ
ー・シ
テ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
強
力
に
推
進
し
ま

未来志向で新時代を切り拓く

埼玉県知事　大野 元裕

す
。既
に
２９
市
町
ま
で
拡
大
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、で
き
る

だ
け
早
期
に
全
市
町
村
に
御
参
加
い
た
だ
く
こ
と
を
目
指

し
ま
す
。

　

二
つ
目
の
様
々
な
危
機
へ
の
対
応
と
し
て
、関
係
機
関
の
連

携
に
主
眼
を
置
き
様
々
な
シ
ナ
リ
オ
作
成
や
図
上
訓
練
を

繰
り
返
す「
埼
玉
版
Ｆ
Ｅ
Ｍ
Ａ
」を
よ
り
一
層
充
実
さ
せ
、県

民
の
安
心
安
全
を
確
か
な
も
の
と
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

他
方
で
、エ
ネ
ル
ギ
ー・物
価
高
騰
と
いっ
た
喫
緊
の
課
題

に
も
機
動
的
に
対
応
し
、引
き
続
き
支
援
の
手
を
緩
め
る
こ

と
な
く
取
り
組
み
ま
す
。企
業
の
体
力
を
強
化
す
る
と
同

時
に
、経
済
と
環
境
の
両
立
に
よ
る
持
続
的
な
発
展
の
た
め
、

サ
ー
キ
ュラ
ー
エコ
ノ
ミ
ー
と
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
の
推
進

を
更
に
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、子
供
へ
の
医
療
費
助
成
な
ど
、社
会
の
宝
で
あ

る
子
供
への
支
援
強
化
と
と
も
に
、女
性
や
高
齢
者
な
ど
、あ

ら
ゆ
る
人
が
活
躍
で
き
る
社
会
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

さ
て
、映
画「
翔
ん
で
埼
玉
」の
続
編
の
公
開
に
続
き
、今

年
も
、渋
沢
栄
一翁
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
新
一万
円
札
が
発
行

さ
れ
る
予
定
で
あ
る
な
ど
、本
県
に
注
目
が
集
ま
る
今
こ

そ
、県
内
外
に
埼
玉
の
魅
力
を
発
信
す
る
チ
ャ
ン
ス
で
は
な
い

か
と
思
って
い
ま
す
。

　

今
年
の
干
支「
辰（
た
つ
）」の
よ
う
に
、埼
玉
県
に
と
っ
て

大
き
な
成
長
の
年
と
な
る
よ
う
、皆
様
と
共
に「
ワ
ン
チ
ー
ム

埼
玉
」で
県
政
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

埼
玉
県
弘
済
会
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、ご
家
族

と
も
ど
も
つつ
が
な
く
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、数
年
に
わ
た
り
人
々
の
暮
ら
し

を
萎
縮
さ
せ
て
き
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
感
染
症
法
上
の

位
置
づ
け
が
第
５
類
に
引
き
下
げ
ら
れ
、よ
う
や
く
通
常
の
経

済
活
動
が
復
活
し
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、世
界
情
勢
で
は一昨

年
来
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
が
継
続
し
て
い
る
中
、中
東

で
も
軍
事
衝
突
が
発
生
、混
迷
が
深
ま
り
不
透
明
感
が
増
し
て

い
ま
す
。ま
た
、昨
年
夏
の
平
均
気
温
は
1
8
9
8
年
の
気
象

庁
の
統
計
開
始
以
来
で
最
も
高
く
、各
地
で
猛
暑
日
が
過
去
最

多
を
更
新
す
る
な
ど
、気
候
変
動
の
深
刻
さ
が
懸
念
さ
れ
る
状

況
と
な
って
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、会
員
の
皆
様
は
道
路
や
河
川
、公
園
の
美

化
活
動
、休
耕
地
を
活
用
し
た
ニ
ン
ニ
ク
栽
培
及
び
収
益
金
の
共

同
募
金
会
へ
の
寄
附
、赤
い
羽
根
共
同
募
金
へ
の
協
力
な
ど
、地

域
に
根
ざ
し
た
地
域
支
援
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、親
睦
事
業
も
ゴ
ル
フ
や
鑑
賞
会
、講
習
会
な
ど
、ほ
ぼ

予
定
し
た
活
動
が
行
わ
れ
、５
年
ぶ
り
と
な
る
会
員
間
交
流
地

域
巡
り
事
業
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

公
益
事
業
で
あ
る
宅
建
試
験
で
は
1
9
，7
4
9
人
の
受
験

申
込
者
が
あ
り
、14
会
場
で
試
験
を
実
施
し
ま
し
た
。こ
の
う

ち
4
会
場
を
埼
玉
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
に
、1
会
場
を

初
め
て
全
日
本
不
動
産
協
会
埼
玉
県
本
部
に
、1
会
場
を
試
験

受
託
企
業
に
再
委
託
し
、無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

弘
済
会
活
動
に
御
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
は
改
め
て

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
ど
も
埼
玉
県
弘
済
会
は
、昭
和
63
年
度
か
ら
埼
玉
県
知

新年のごあいさつ

会長　橋本 光男

事
の
推
薦
を
受
け
て
、宅
建
試
験
の
指
定
試
験
機
関
で
あ
る（
一

財
）不
動
産
適
正
取
引
推
進
機
構
か
ら
協
力
機
関
と
し
て
試

験
業
務
を
受
託
し
て
参
り
ま
し
た
。以
来
、令
和
5
年
度
ま
で

36
年
間
で
38
回
、延
べ
67
万
人
が
受
験
し
た
宅
建
試
験
の
適
正

実
施
に
協
力
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、平
成
14
年
を
ピ
ー
ク
に
会
員
数
が
年
々
減
少
し
、令

和
2
年
度
に
は
県
当
局
か
ら
会
員
数
の
減
少
傾
向
に
よ
り
安

定
的
に
宅
建
試
験
実
施
を
継
続
で
き
る
か
課
題
が
あ
る
と
指

摘
さ
れ
ま
し
た
。新
規
会
員
獲
得
に
努
め
て
い
ま
す
が
、試
験
に

従
事
で
き
る
年
齢
層
の
会
員
の
減
少
に
よ
り
、試
験
要
員
に
占

め
る
会
員
の
割
合
は
か
つ
て
の
7
、8
割
か
ら
令
和
４
年
度
は
2

割
を
下
回
る
状
況
に
な
り
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
弘
済
会
の
現

状
に
つい
て
は
県
に
報
告
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
状
況
や
経
緯
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
理
事
会
や
支

部
長
会
議
で
議
論
し
、ま
た
、各
支
部
に
お
い
て
も
意
見
交
換
を

お
願
い
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。今
後
も
、協
力
機
関
と
し
て
県

当
局
の
判
断
や
指
導
を
頂
き
な
が
ら
、宅
建
試
験
へ
の
協
力
の

方
向
性
や
関
係
団
体
と
の
協
議
、ま
た
弘
済
会
の
事
業
の
在
り

方
な
ど
の
議
論
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

さ
て
、今
年
は
渋
沢
栄
一
翁
を
肖
像
と
す
る
新
１
万
円
札

が
発
行
さ
れ
ま
す
。翁
は「
四
十
、五
十
は
洟
垂
れ
小
僧　

六
十
、七
十
は
働
き
盛
り　

九
十
に
な
っ
て
迎
え
が
来
た
ら　

百
ま
で
待
て
と
追
い
返
せ
」と
言
っ
て
い
ま
す
。人
生

１００
年
時
代

と
云
わ
れ
る
現
代
社
会
を
見
通
し
て
い
た
よ
う
で
す
。皆
さ
ん

も「
も
う
年
だ
か
ら
」な
ど
と
言
っ
て
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。日
々
是

新
、ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
す
。何
か
新
し
い
挑
戦
を
始
め
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　

年
頭
に
あ
た
り
、会
員
の
皆
様
、ご
家
族
の
皆
様
の
御
健
勝
を

御
祈
念
申
し
上
げ
、新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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令
和
5
年
度
通
常
総
会
が

　
　
　
　
　
　
　
　

開
催
さ
れ
ま
し
た

　

令
和
5
年
5
月
29
日（
月
）、通
常
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。御
公
務
で
多
忙
な
中
、大
野
元
裕
埼

玉
県
知
事
に
も
御
臨
席
頂
き
ま
し
た
。コロ
ナ
禍
で

御
案
内
を
自
粛
し
て
い
た
た
め
、知
事
の
御
臨
席
は

４
年
ぶ
り
の
こ
と
に
な
り
ま
す
。新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
症
法
の
分
類
が
５
類
に
引
き
下

げ
ら
れ
ま
し
た
が
、感
染
者
の
発
生
も
続
い
て
い
る
こ

と
か
ら
、間
隔
を
開
け
る
な
ど
の
対
策
を
と
り
な
が

ら
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。そ

の
た
め
、総
会

後
の
懇
談
会
の

開
催
は
見
送

ら
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
令

和
4
年
度
の

事
業
報
告
及

び
収
支
決
算

議
案
が
審
議

さ
れ
、原
案
の

と
お
り
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

News

1

　

10
月
15
日
の
試
験
に
は
、あ
い
に
く
の
雨
天
の

中
、県
内
14
の
試
験
会
場
で
1
5
，9
1
9
人
が

試
験
に
臨
み
ま
し
た
。14
の
試
験
会
場
の
う
ち
、

4
会
場
を
埼
玉
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
、

１
会
場
を
全
日
本
不
動
産
協
会
埼
玉
県
本
部
、

１
会
場
を
全
国
試
験
運
営
セ
ン
タ
ー
に
再
委
託

し
ま
し
た
。受
験
率
は
80
．6
%（
全
国
平
均
80
．

7
%
）で
し
た
。合
格
者
は
11
月
21
日
に
不
動

産
適
正
取
引
推
進
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
発

表
さ
れ
、2
，6
9
6
人
が
合
格
し
、合
格
率
は  

16
．9 

％（
全
国
平
均
17
． 2
％
）で
し
た
。

　

来
年
度
の
試
験
は
、令
和
6
年
10
月
20
日

（
日
）に
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

「
第

２2
回
埼
玉
県
弘
済
会
会
員　

  　

文
化
創
作
展
」が
３
年
ぶ
り
に　
　

　
　
　
　
　
　

    

開
催
さ
れ
ま
し
た

　

第
22
回
埼
玉
県
弘
済
会
会
員
文
化
創
作
展

が
、令
和
5
年
2
月
14
日(

火)

か
ら
2
月
20
日

(

月)

に
、埼
玉
会
館
第
１
展
示
室
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

書
、絵
画
、写
真
や
手
工
芸
な
ど
幅
広
い
分
野

か
ら
42
人
の
力
作
98
点
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま

し
た
。鑑
賞
に
訪
れ
た
方
は
延
べ
429
人
で
、皆
さ
ん

令
和
5
年
度
宅
地
建
物
取
引
士

　

資
格
試
験
が
無
事
終
了

　

～
雨
天
の
中
で
の
試
験
開
始
～

　

令
和
5
年

度
宅
地
建
物

取
引
士
資
格

試
験
は
弘
済

会
が
実
施
す

る
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
36
年

目
を
迎
え
ま

し
た
。
今
年

度
は
感
染
症
法
上
の
位
置
づ
け
が
５
類
に
引
き

下
げ
ら
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
ば
か

り
で
な
く
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
者
増
加
に
よ

り
学
級
閉
鎖
が
相
次
ぐ
状
況
と
な
り
、影
響
が

心
配
さ
れ
ま
し
た
。し
か
し
、体
調
不
良
に
よ
る

途
中
退
出
者
が
３
名
発
生
し
ま
し
た
が
、混
乱

も
な
く
試
験
は
無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

本
県
の
受
験
申
込
者
数
1
9
，7
4
9
人
で

前
年
度
よ
り
299
人
増
加（
1.5
%
増
）し
ま
し
た
。

全
国
の
申
込
者
数
は
2
8
9
，0
9
6
人
で
、前

年
度
よ
り
5
，2
4
0
人
増
加（
1.8
%
増
）し
ま

し
た
。

News
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会員数 1,122人（12月25日現在）

弘 済 会 ニ ュ ー ス

News
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7

ゆっ
く
り
と
鑑
賞
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、第
23
回
埼
玉
県
弘
済
会
会
員
文

化
創
作
展
は
、令
和
6
年
１
月
10
日(

水)
か
ら
16
日(

火)

ま
で
、埼
玉
会
館
第
1
展

示
室(
地
下
2
階)

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

結
婚
相
談
の
状
況

　

県
職
員
互
助
会
、弘
済
会
、埼
玉
り
そ
な

銀
行
、武
蔵
野
銀
行
、埼
玉
縣
信
用
金
庫
で

構
成
す
る
埼
玉
県
結
婚
相
談
所（
浅
賀
康
夫

所
長
：
弘
済
会
副
会
長
）は
、平
成
29
年
2

月
18
日
に
開
設
さ
れ
6
年
10
か
月
が
経
過
し

ま
し
た
。引
き
続
き
、弘
済
会
会
員
が
熱
心
に

婚
活
支
援
に
お
せっか
い
を
や
い
て
い
ま
す
。

　

登
録
者
数
は
昨
年
12
月
23
日
現
在
で
199

人
と
な
って
お
り
、内
訳
は
男
性
77
人
、女
性

122
人
で
す
。所
属
団
体
別
で
は
、互
助
会
88

人
、弘
済
会
52
人
、埼
玉
り
そ
な
銀
行
28
人
、

武
蔵
野
銀
行
15
人
、埼
玉
縣
信
用
金
庫
16
人

で
す
。弘
済
会
に
は
相
談
員
紹
介
34
人
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
お
見
合
い
件
数
は
475
組
と
な

り
、こ
の
う
ち
交
際
中
は
11
組
と
な
って
い
ま

す
。

　

成
婚
に
至
っ
た
の
は
9
組
。男
性
は
、県
職

員
7
名
、弘
済
会
関
係
者
2
名
で
、20
代
1

人
、30
代
5
人
、40
代
2
人
、50
代
1
人
で

す
。女
性
は
、県
職
員
1
人
、互
助
会
関
係
者

1
人
、弘
済
会
関
係
者
5
人
、埼
玉
り
そ
な

銀
行
1
人
、武
蔵
野
銀
行
1
人
で
、20
代
1

人
、30
代
6
人
、40
代
2
人
と
なって
い
ま
す
。

　

毎
週
土
曜
日
の
午
後
、結
婚
相
談
を
行
って

い
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

　

県
職
員
等
結
婚
相
談
所
：

　

電
話　
０
４
８-

８
３
０-

７
４
５
０

「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
」

　
　
　
　
　
　

活
動
に
協
力

　

社
会
福
祉
法
人
埼
玉
県
共
同
募
金
会

か
ら
の
要
請
を
受
け
、例
年
10
月
1
日
に

行
わ
れ
る
街
頭
募
金
で
す
が
、今
年
度
は

1
日
が
日
曜
日
の
た
め
10
月
2
日（
月
）、3

日（
火
）に
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
の
11
か
所
の
駅
頭
で
66
人
の
会
員

が
募
金
活
動
に
奉
仕
し
ま
し
た
。御
協
力

い
た
だ
い
た
会
員
の
皆
さ
ん
に
は
深
く
感

謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

年
金
等
の
相
談
事
業
を
実
施

　

弘
済
会
で
は
、社
会
保
険
労
務
士
の一般

相
談
員
が
会
員
や
ご
家
族
か
ら
の
年
金
や

相
続
な
ど
の
相
談（
電
話
又
は
面
談
）に
応

じ
て
い
ま
す
。令
和
4
年
度
に
は
、34
件
の

相
談
が
あ
り
ま
し
た
。一般
相
談
員
は
、北

足
立
支
部
の
浅
見
誠
二
氏（
75
）で
す
。お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

定
例
の
相
談
日
は
、毎
月
第
1・第
3
の

水
曜
日（
午
前
10
時
～
正
午
、午
後
１
時
～

4
時
）と
な
って
い
ま
す
。相
談
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、随
時
事
務
局
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。日
程
の
調
整
を
行
い
ま
す
。

　

事
務
局
連
絡
：
０
４
８-

８
２
２-

７
９
２
６

Kousaikai News
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第
１３
回
地
域
巡
り
事
業
が

　
　
　
　
　
　
　

開
催
さ
れ
ま
す

　

北
本
自
然
観
察
公
園
の
散
策
路
を
楽
し

む「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
ツ
ア
ー
に
よ
る
森
林
浴
」

が
、令
和
6
年
3
月
22
日（
金
）に
開
催
さ
れ

ま
す
。北
本
自
然
観
察
公
園
の
散
策
路
は
、

県
内
で
初
め
て
森
林
が
持
つ
癒
や
し
効
果
が

科
学
的
に
認
め
ら
れ
た
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地

と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。ガ
イ
ド
の
方
の

解
説
を
聞
き
な
が
ら
、約
1.5
km
の
散
策
路
で

森
林
の
持
つ
セ
ラ
ピ
ー
効
果
を
満
喫
し
、お
い

し
い
昼
食
を
召
し
上
が
って
頂
き
ま
す
。皆

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、女
性
交
流
事
業
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
等
の
懸
念
が
ま
だ
あ
る
こ
と

か
ら
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

News
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よ
く
聞
く
Ａ
Ｉ
と
い
う
言
葉
、
こ
れ
は

A
r
t
i
f
i
c
i
a
l 

I
n
t
e
l
l
i
g
e
n
c
e

の
略
で
人
工
知
能
の
こ
と
で
す
。最
近
は
、文
章
や

画
像
を
生
成
す
る
生
成
Ａ
Ｉ
が
話
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。

昨
年
８
月
、東
京
都
は
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
な
ど
の
生

成
Ａ
Ｉ
を
全
局
の
業
務
で
利
用
す
る
こ
と
を
開
始

し
、ま
た
、埼
玉
県
に
お
い
て
も
本
年
か
ら
生
成
Ａ

Ｉ
の
活
用
を
始
め
る
と
伺
い
ま
し
た
。

し
か
し
、皆
さ
ん
の
中
に
は
関
心
が
あ
る
け
れ
ど

不
安
な
の
で
利
用
を
た
め
ら
っ
て
い
る
方
も
多
い

と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、県
企
画
財
政
部
行
政
・
デ
ジ
タ
ル
改
革
課

に
、生
成
Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
、県
政
で
ど
の
よ
う
に
活

用
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、ま
た
、利
用
す
る
場

合
の
方
法
や
注
意
点
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

　
昨
年
か
ら
、デ
ジ
タ
ル
の
専
門
知
識
の
な
い
人
で

も
チ
ャ
ッ
ト
形
式
で
気
軽
に
利
用
で
き
る
生
成
Ａ

Ｉ「
C
h
a
t
G
P
T（
チ
ャ
ッ
ト
G
P
T
）」が
、

世
界
中
の
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
民
間
企
業
や
行
政
に
お
け
る
活
用
事
例
が
連
日

報
道
さ
れ
、書
店
に
は
解
説
本
が
あ
ふ
れ
る
な
ど
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
誕
生
以
来
の
衝
撃
と
も
い
わ
れ

る
１
大
ブ
ー
ム
と
な
り
ま
し
た
が
、皆
さ
ん
は
生

成
Ａ
Ｉ
を
使
っ
て
み
ま
し
た
か
？
　

　❶
生
成
Ａ
Ｉ
と
は

　
生
成
Ａ
Ｉ
は
、人
間
の
指
示
に
応
じ
て
文
章
や

画
像
な
ど
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
Ａ
Ｉ
で
、オ
ー
プ

ン
Ａ
Ｉ
社
が
開
発
し
た「
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
」、グ
ー

グ
ル
社
が
開
発
し
た
「
B
a
r
d（
バ
ー
ド
）」
な

ど
が
有
名
で
す
。

　
膨
大
な
量
の
文
章
を
Ａ
Ｉ
が
学
習
し
、あ
る
単

語
の
次
に
来
る
確
率
の
高
い
単
語
を
選
択
す
る
こ

た
リ
ク
エ
ス
ト
に
も
、器
用
に
対
応
し
て
く
れ
ま

す
。こ
う
し
た
強
み
を
生
か
し
、文
章
（
た
た
き

台
）の
作
成
や
要
約
、校
正
、翻
訳
、企
画
立
案
な

ど
様
々
な
業
務
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
一
方
、チ
ャ
ッ
ト
G
P
T
に
は
、苦
手
な
分
野
も

あ
り
ま
す
。指
示
内
容
を
理
解
せ
ず
回
答
す
る
の

で
不
正
確
な
情
報
が
混
じ
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、

「
検
索
」に
は
向
き
ま
せ
ん
。ま
た
、数
値
の
処
理

も
苦
手
で
す
。

　
生
成
Ａ
Ｉ
の
特
性
を
理
解
し
、得
意
分
野
に
マ
ッ

チ
し
た
使
い
方
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

❸
埼
玉
県
で
は
・
・
・
・

　
令
和
５
年
７
月
か
ら
埼
玉
県
で
も
生
成
Ａ
Ｉ
の

活
用
を
開
始
し
ま
し
た
。生
成
A
I
は
、的
確
に

利
用
す
れ
ば
、業
務
の
効
率
化
や
県
民
サ
ー
ビ
ス

向
上
に
つ
な
が
る
有
用
な
ツ
ー
ル
と
な
り
ま
す
。一

方
、情
報
の
入
力
や
生
成
物
の
利
用
の
仕
方
を
誤

る
と
、権
利
侵
害
等
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
も
あ
り

ま
す
。

　
こ
の
た
め
、県
で
は
「
生
成
A
I
の
利
用
に
係

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定
し
、業
務
で
生
成

A
I
を
利
用
す
る
場
合
は
、「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

遵
守
す
る
こ
と
」「
必
要
な
知
識
を
習
得
す
る
た

め
の
オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
を
受
講
し
、効
果
測
定
テ
ス

ト
に
合
格
す
る
こ
と
」「
所
属
長
の
了
解
を
得
る
こ

と
」の
３
つ
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
ま
し

た
。

　
初
め
は
、情
報
収
集
や
ア
イ
デ
ィ
ア
出
し
な
ど
、

庁
内
で
完
結
す
る
事
務
で
利
用
し
て
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
積
み
、次
の
段
階
で「
で
き
る
だ
け
簡
潔
に
」

と
か「
子
供
向
け
に
わ
か
り
や
す
く
」な
ど
の
条
件

を
付
け
て
広
報
文
案
を
作
成
す
る
な
ど
県
民
向
け

の
業
務
に
活
用
範
囲
を
広
げ
る
予
定
で
す
。

❸
生
成
Ａ
Ｉ
を
使
っ
て
み
よ

う　皆
さ
ん
が
普
段
使
っ
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
も
簡
単
に
生
成
Ａ
Ｉ
を
利
用
で
き
ま

す
。

　
例
え
ば
、マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
の
対
話
型
Ａ
Ｉ「
Ｂ

ｉ
ｎ
ｇ
」
は
誰
で
も
無
料
で
使
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。

「
B
i
n
g
ア
イ
コ
ン
」
　
パ
ソ
コ
ン
を
お
使
い
の

方
は
「
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
Ｅ
ｄ
ｇ
ｅ
」
の
右
上
に
あ

る「
Ｂ
ｉ
ｎ
ｇ
ア
イ
コ
ン
」を
ク
リ
ッ
ク
す
れ
ば
す
ぐ

に
利
用
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
利
用
す
る
場
合
は
、

グ
ー
グ
ル
な
ど
の
検
索
窓
に
「
Ｂ
ｉ
ｎ
ｇ
チ
ャ
ッ

ト
」と
入
力
し
、検
索
結
果
か
ら
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト

社
が
提
供
す
る
専
用
ア
プ
リ（
Ｂ
ｉ
ｎ
ｇ
）を
イ
ン

ス
ト
ー
ル
す
る
と
利
用
で
き
ま
す
。

　
例
え
ば
、冷
蔵
庫
に
残
っ
た
食
材
と
好
み
を
入

力
し
て「
レ
シ
ピ
」
を
聞
い
た
り
、行
き
た
い
観
光

地
と
興
味
の
あ
る
こ
と（
例
え
ば
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト

や
ダ
ム
な
ど
）を
入
力
し
て
観
光
ル
ー
ト
を
聞
い

た
り
、ち
ょ
っ
と
マ
ニ
ア
ッ
ク
で
す
が
E
x
c
e
l

で
自
動
操
作
し
た
い
内
容
（
例
え
ば
「
数
字
の
入

力
が
あ
っ
た
ら
自
動
集
計
し
て
」な
ど
）を
入
力
す

れ
ば
E
x
c
e
l
上
で
動
作
す
る
専
用
の
プ
ロ
グ

ラ
ム（
マ
ク
ロ
）を
生
成
し
て
く
れ
ま
す
。

　
試
し
に「
埼
玉
県
弘
済
会
っ
て
ど
ん
な
団
体
だ
っ

け
？
」と
入
力
し
て
み
ま
し
た
。

M
i
c
r
o
s
o
f
t「
B
i
n
g
チ
ャ
ッ
ト
」の

画
面
　
生
成
Ａ
Ｉ
は
常
に
学
習
し
て
い
る
た
め
、

必
ず
同
じ
内
容
に
な
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
が
、今

回
は『
埼
玉
県
弘
済
会
は
、公
益
社
団
法
人
日
本

教
育
公
務
員
弘
済
会
の
埼
玉
県
支
部
と
し
て
、教

育
の
振
興
と
教
職
員
の
福
利
厚
生
を
目
的
に

1
9
5
6
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た（
以
下
略
）
』と

の
返
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
生
成
Ａ
Ｉ
に
自
分
が
意
図
す
る
返
答
を
も
ら
う

に
は
、質
問
の
仕
方
に
そ
れ
な
り
の「
こ
つ
」
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、生
成
Ａ
Ｉ
を
使
い
こ
な
す
に
は「
習

う
よ
り
慣
れ
ろ
」の
精
神
が
重
要
で
す
。

　
と
に
か
く
興
味
が
あ
る
こ
と
の
質
問
を
繰
り
返

し
、質
問
の
仕
方
の「
こ
つ
」を
掴
ん
で
み
て
く
だ

さ
い
。

❸
く
れ
ぐ
れ
も
返
答
内
容
に

は
注
意
を

　
前
述
し
ま
し
た
が
、生
成
Ａ
Ｉ
は「
指
示
の
内
容

（
意
味
）を
理
解
し
て
文
章
を
作
成
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
た
め
、デ
ー
タ
が
な
い
と
き
は
類
推

で
作
文
し
て
し
ま
う
」場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
上
で
試
し
た「
埼
玉
弘
済
会
」の
例
で
も
、名
称

は
似
て
い
ま
す
が
別
の
団
体
を
類
推
で
回
答
す
る

よ
う
に
、返
答
に
誤
っ
た
内
容
が
含
ま
れ
る
こ
と
が

御
確
認
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。ち
な
み
に
、同

じ
質
問
を
グ
ー
グ
ル
で
検
索
す
る
と「
公
益
社
団

法
人
埼
玉
県
弘
済
会
」
が
ト
ッ
プ
で
表
示
さ
れ
ま

す
。

　
返
答
し
た
文
章
の
内
容
に
つ
い
て
は
真
偽
や
的

確
性
、著
作
権
等
の
確
認
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、結
果
を
利
用
す
る
場
合
に
は
十
分
御
注
意
く

だ
さ
い
。

　
ま
ず
は
、気
楽
な
会
話
か
ら
使
っ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
？

と
に
よ
り
文
章
を
作
成
し
て
い
き
ま
す
。つ
ま
り
、

生
成
Ａ
Ｉ
は
指
示
の
内
容（
意
味
）を
理
解
し
て
文

章
を
作
成
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、デ
ー
タ

が
な
い
と
き
は
類
推
で
作
文
し
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。生
成
Ａ
Ｉ
の
作
っ
た
文
章
に
、正
確
で

な
い
情
報
が
含
ま
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
は
こ
の
た

め
で
す
。

❷
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
の
強
み

と
弱
み

　
入
力
し
た
言
葉
に
対
し
、「
最
も
確
率
の
高
い
言

葉
を
続
け
る
」仕
組
み
を
持
つ
生
成
Ａ
Ｉ
の
得
意
分

野
は
、「
対
話
」で
す
。対
話
型
Ａ
Ｉ
と
も
言
わ
れ
る

チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
が
得
意
な
の
は
、ブ
レ
ー
ン
ス

ト
ー
ミ
ン
グ
や
ア
イ
デ
ィ
ア
出
し
で
、あ
な
た
か
ら

の
様
々
な
相
談
に
人
間
と
対
話
し
て
い
る
よ
う
な

自
然
な
会
話
で
対
応
し
て
く
れ
ま
す
。

　「
１
０
歳
の
男
の
子
に
な
っ
た
つ
も
り
で
文
章
を

書
い
て
」「
こ
の
質
問
に
英
語
で
回
答
し
て
」と
い
っ

生成AIにできること

その他

キャッチコピー生成
著作権等に注意

画像生成

文章作成等企画立案等

著作権等に注意

タスク作成

検索
正確でない情報も混じるので、
検索エンジン使うべき

会議開催準備の手順

文章要約
会議録の要約

原案生成
文章やメールのたたき台作成

プログラムコード生成

翻訳 文書校正

数値集計
数値の処理は苦手

エクセルマクロの自動作成

情報収集
課題抽出
調査
提案の作成

アイディア出し

ロールプレイ
高齢者視点で「ほしいサービス」
を提案

ブレーンストーミング

使ってみよう使ってみよう生成ＡＩ生成ＡＩを
　
よ
く
聞
く
Ａ
Ｉ
と
い
う
言
葉
、こ
れ
はA

rtifi
cial 

Intelligence

の
略
で
人
工
知
能
の
こ
と
で
す
。最
近
は
、文

章
や
画
像
を
生
成
す
る
生
成
Ａ
Ｉ
が
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、埼
玉
県
や
東
京
都
で
も
Ｃ
ｈａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ

（
チ
ャ
ッ
ト
G
P
T
）な
ど
の
生
成
Ａ
Ｉ
を
業
務
に
導
入
す
る

と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、皆
さ
ん
の
中
に
は
関
心
が
あ
る
け
れ
ど
不
安
な
の

で
利
用
を
た
め
ら
っ
て
い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、県
企
画
財
政
部
行
政・デ
ジ
タ
ル
改
革
課
に
、生
成

Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
、県
政
で
ど
の
よ
う
に
活
用
し
よ
う
と
し
て
い

る
の
か
、ま
た
、利
用
す
る
場
合
の
方
法
や
注
意
点
な
ど
を
伺

い
ま
し
た
。

　
昨
年
か
ら
、デ
ジ
タ
ル
の
専
門
知
識
の
な
い
人
で
も

チ
ャ
ッ
ト
形
式
で
気
軽
に
利
用
で
き
る
生
成
Ａ
Ｉ

「
C
h
a
t
G
P
T
」が
、世
界
中
の
注
目
を
集
め
て
い
ま

す
。

　
民
間
企
業
や
行
政
に
お
け
る
活
用
事
例
が
連
日
報
道
さ

れ
、書
店
に
は
解
説
本
が
あ
ふ
れ
る
な
ど
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
誕
生
以
来
の
衝
撃
と

も
い
わ
れ
る
１
大
ブ
ー

ム
と
な
り
ま
し
た
が
、

皆
さ
ん
は
生
成
Ａ
Ｉ
を

使
っ
て
み
ま
し
た
か
？

　
生
成
Ａ
Ｉ
は
、人
間
の
指
示
に

応
じ
て
文
章
や
画
像
な
ど
を
作

る
こ
と
が
で
き
る
Ａ
Ｉ
で
、オ
ー

プ
ン
Ａ
Ｉ
社
が
開
発
し
た

「
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
」
、グ
ー
グ
ル

社
が
開
発
し
た
「
B
a
r
d

（
バ
ー
ド
）」な
ど
が
有
名
で
す
。

　
膨
大
な
量
の
文
章
を
Ａ
Ｉ
が

学
習
し
、あ
る
単
語
の
次
に
来
る

確
率
の
高
い
単
語
を
選
択
す
る

こ
と
に
よ
り
文
章
を
作
成
し
て

い
き
ま
す
。つ
ま
り
、生
成
Ａ
Ｉ

は
指
示
の
内
容（
意
味
）を
理
解

し
て
文
章
を
作
成
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
の
で
、デ
ー
タ
が
な

い
と
き
は
類
推
で
作
文
し
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。生
成
Ａ

Ｉ
の
作
っ
た
文
章
に
、正
確
で
な

い
情
報
が
含
ま
れ
る
こ
と
が
あ

る
の
は
こ
の
た
め
で
す
。

生成ＡＩとは

　
入
力
し
た
言
葉
に
対
し
、「
最
も
確
率
の

高
い
言
葉
を
続
け
る
」仕
組
み
を
持
つ
生

成
Ａ
Ｉ
の
得
意
分
野
は
、「
対
話
」で
す
。

対
話
型
Ａ
Ｉ
と
も
言
わ
れ
る
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ

Ｐ
Ｔ
が
得
意
な
の
は
、ブ
レ
ー
ン
ス
ト
ー
ミ

ン
グ
や
ア
イ
デ
ィ
ア
出
し
で
、あ
な
た
か
ら

の
様
々
な
相
談
に
人
間
と
対
話
し
て
い
る

よ
う
な
自
然
な
会
話
で
対
応
し
て
く
れ
ま

す
。

　「
１０
歳
の
男
の
子
に
な
っ
た
つ
も
り
で
文

章
を
書
い
て
」「
こ
の
質
問
に
英
語
で
回
答

し
て
」と
い
っ
た
リ
ク
エ
ス
ト
に
も
、器
用

に
対
応
し
て
く
れ
ま
す
。こ
う
し
た
強
み

を
生
か
し
、文
章（
た
た
き
台
）の
作
成
や

要
約
、校
正
、翻
訳
、企
画
立
案
な
ど
様
々

な
業
務
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
一
方
、チ
ャ
ッ
ト
G
P
T
に
は
、苦
手
な
分

野
も
あ
り
ま
す
。指
示
内
容
を
理
解
せ
ず

回
答
す
る
の
で
不
正
確
な
情
報
が
混
じ
る

こ
と
も
あ
る
た
め
、「
検
索
」に
は
向
き
ま

せ
ん
。ま
た
、数
値
の
処
理
も
苦
手
で
す
。

　
生
成
Ａ
Ｉ
の
特
性
を
理
解
し
、得
意
分

野
に
マ
ッ
チ
し
た
使
い
方
を
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

チャットＧＰＴの強みと弱み

　
令
和
５
年
７
月
か
ら
埼
玉
県
で
も
生
成

Ａ
Ｉ
の
活
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
生
成

A
I
は
、的
確
に
利
用
す
れ
ば
、業
務
の
効

率
化
や
県
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
な
が
る

有
用
な
ツ
ー
ル
と
な
り
ま
す
。一
方
、情
報

の
入
力
や
生
成
物
の
利
用
の
仕
方
を
誤
る

と
、権
利
侵
害
等
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
も
あ

り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、県
で
は「
生
成
A
I
の
利
用

に
係
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」を
策
定
し
、業
務

で
生
成
A
I
を
利
用
す
る
場
合
は
、「
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
遵
守
す
る
こ
と
」「
必
要
な
知

識
を
習
得
す
る
た
め
の
オ
ン
ラ
イ
ン
講
習

を
受
講
し
、効
果
測
定
テ
ス
ト
に
合
格
す

る
こ
と
」「
所
属
長
の
了
解
を
得
る
こ
と
」

の
３
つ
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
を
条
件
と
し

ま
し
た
。

　
初
め
は
、情
報
収
集
や
ア
イ
デ
ィ
ア
出
し

な
ど
、庁
内
で
完
結
す
る
事
務
で
利
用
し
て

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
み
、次
の
段
階
で「
で

き
る
だ
け
簡
潔
に
」と
か「
子
供
向
け
に
わ

か
り
や
す
く
」
な
ど
の
条
件
を
付
け
て
広

報
文
案
を
作
成
す
る
な
ど
県
民
向
け
の
業

務
に
活
用
範
囲
を
広
げ
る
予
定
で
す
。

埼玉県では・・・・

生成AI活用方針埼玉県庁で利用可能な生成ＡＩ

生成AI 活用

活用範囲
庁内業務から

安全に使うための
ガイドライン

スキルアップ
講習を受講

②Bing
検索エンジンと組み合わ
せることで、インター
ネット上の最新情報も踏
まえて回答してくれる

行政に特化したChatGPT
で、省庁の白書を追加学
習しているため、行政情
報に強い

①行政用Chat GPT
　マサルくん
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よ
く
聞
く
Ａ
Ｉ
と
い
う
言
葉
、
こ
れ
は

A
r
t
i
f
i
c
i
a
l 

I
n
t
e
l
l
i
g
e
n
c
e

の
略
で
人
工
知
能
の
こ
と
で
す
。最
近
は
、文
章
や

画
像
を
生
成
す
る
生
成
Ａ
Ｉ
が
話
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。

昨
年
８
月
、東
京
都
は
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
な
ど
の
生

成
Ａ
Ｉ
を
全
局
の
業
務
で
利
用
す
る
こ
と
を
開
始

し
、ま
た
、埼
玉
県
に
お
い
て
も
本
年
か
ら
生
成
Ａ

Ｉ
の
活
用
を
始
め
る
と
伺
い
ま
し
た
。

し
か
し
、皆
さ
ん
の
中
に
は
関
心
が
あ
る
け
れ
ど

不
安
な
の
で
利
用
を
た
め
ら
っ
て
い
る
方
も
多
い

と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、県
企
画
財
政
部
行
政
・
デ
ジ
タ
ル
改
革
課

に
、生
成
Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
、県
政
で
ど
の
よ
う
に
活

用
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、ま
た
、利
用
す
る
場

合
の
方
法
や
注
意
点
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

　
昨
年
か
ら
、デ
ジ
タ
ル
の
専
門
知
識
の
な
い
人
で

も
チ
ャ
ッ
ト
形
式
で
気
軽
に
利
用
で
き
る
生
成
Ａ

Ｉ「
C
h
a
t
G
P
T（
チ
ャ
ッ
ト
G
P
T
）」が
、

世
界
中
の
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
民
間
企
業
や
行
政
に
お
け
る
活
用
事
例
が
連
日

報
道
さ
れ
、書
店
に
は
解
説
本
が
あ
ふ
れ
る
な
ど
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
誕
生
以
来
の
衝
撃
と
も
い
わ
れ

る
１
大
ブ
ー
ム
と
な
り
ま
し
た
が
、皆
さ
ん
は
生

成
Ａ
Ｉ
を
使
っ
て
み
ま
し
た
か
？
　

　❶
生
成
Ａ
Ｉ
と
は

　
生
成
Ａ
Ｉ
は
、人
間
の
指
示
に
応
じ
て
文
章
や

画
像
な
ど
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
Ａ
Ｉ
で
、オ
ー
プ

ン
Ａ
Ｉ
社
が
開
発
し
た「
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
」、グ
ー

グ
ル
社
が
開
発
し
た
「
B
a
r
d（
バ
ー
ド
）」
な

ど
が
有
名
で
す
。

　
膨
大
な
量
の
文
章
を
Ａ
Ｉ
が
学
習
し
、あ
る
単

語
の
次
に
来
る
確
率
の
高
い
単
語
を
選
択
す
る
こ

た
リ
ク
エ
ス
ト
に
も
、器
用
に
対
応
し
て
く
れ
ま

す
。こ
う
し
た
強
み
を
生
か
し
、文
章
（
た
た
き

台
）の
作
成
や
要
約
、校
正
、翻
訳
、企
画
立
案
な

ど
様
々
な
業
務
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
一
方
、チ
ャ
ッ
ト
G
P
T
に
は
、苦
手
な
分
野
も

あ
り
ま
す
。指
示
内
容
を
理
解
せ
ず
回
答
す
る
の

で
不
正
確
な
情
報
が
混
じ
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、

「
検
索
」に
は
向
き
ま
せ
ん
。ま
た
、数
値
の
処
理

も
苦
手
で
す
。

　
生
成
Ａ
Ｉ
の
特
性
を
理
解
し
、得
意
分
野
に
マ
ッ

チ
し
た
使
い
方
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

❸
埼
玉
県
で
は
・
・
・
・

　
令
和
５
年
７
月
か
ら
埼
玉
県
で
も
生
成
Ａ
Ｉ
の

活
用
を
開
始
し
ま
し
た
。生
成
A
I
は
、的
確
に

利
用
す
れ
ば
、業
務
の
効
率
化
や
県
民
サ
ー
ビ
ス

向
上
に
つ
な
が
る
有
用
な
ツ
ー
ル
と
な
り
ま
す
。一

方
、情
報
の
入
力
や
生
成
物
の
利
用
の
仕
方
を
誤

る
と
、権
利
侵
害
等
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
も
あ
り

ま
す
。

　
こ
の
た
め
、県
で
は
「
生
成
A
I
の
利
用
に
係

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定
し
、業
務
で
生
成

A
I
を
利
用
す
る
場
合
は
、「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

遵
守
す
る
こ
と
」「
必
要
な
知
識
を
習
得
す
る
た

め
の
オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
を
受
講
し
、効
果
測
定
テ
ス

ト
に
合
格
す
る
こ
と
」「
所
属
長
の
了
解
を
得
る
こ

と
」の
３
つ
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
ま
し

た
。

　
初
め
は
、情
報
収
集
や
ア
イ
デ
ィ
ア
出
し
な
ど
、

庁
内
で
完
結
す
る
事
務
で
利
用
し
て
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
積
み
、次
の
段
階
で「
で
き
る
だ
け
簡
潔
に
」

と
か「
子
供
向
け
に
わ
か
り
や
す
く
」な
ど
の
条
件

を
付
け
て
広
報
文
案
を
作
成
す
る
な
ど
県
民
向
け

の
業
務
に
活
用
範
囲
を
広
げ
る
予
定
で
す
。

❸
生
成
Ａ
Ｉ
を
使
っ
て
み
よ

う　皆
さ
ん
が
普
段
使
っ
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
も
簡
単
に
生
成
Ａ
Ｉ
を
利
用
で
き
ま

す
。

　
例
え
ば
、マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
の
対
話
型
Ａ
Ｉ「
Ｂ

ｉ
ｎ
ｇ
」
は
誰
で
も
無
料
で
使
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。

「
B
i
n
g
ア
イ
コ
ン
」
　
パ
ソ
コ
ン
を
お
使
い
の

方
は
「
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
Ｅ
ｄ
ｇ
ｅ
」
の
右
上
に
あ

る「
Ｂ
ｉ
ｎ
ｇ
ア
イ
コ
ン
」を
ク
リ
ッ
ク
す
れ
ば
す
ぐ

に
利
用
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
利
用
す
る
場
合
は
、

グ
ー
グ
ル
な
ど
の
検
索
窓
に
「
Ｂ
ｉ
ｎ
ｇ
チ
ャ
ッ

ト
」と
入
力
し
、検
索
結
果
か
ら
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト

社
が
提
供
す
る
専
用
ア
プ
リ（
Ｂ
ｉ
ｎ
ｇ
）を
イ
ン

ス
ト
ー
ル
す
る
と
利
用
で
き
ま
す
。

　
例
え
ば
、冷
蔵
庫
に
残
っ
た
食
材
と
好
み
を
入

力
し
て「
レ
シ
ピ
」
を
聞
い
た
り
、行
き
た
い
観
光

地
と
興
味
の
あ
る
こ
と（
例
え
ば
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト

や
ダ
ム
な
ど
）を
入
力
し
て
観
光
ル
ー
ト
を
聞
い

た
り
、ち
ょ
っ
と
マ
ニ
ア
ッ
ク
で
す
が
E
x
c
e
l

で
自
動
操
作
し
た
い
内
容
（
例
え
ば
「
数
字
の
入

力
が
あ
っ
た
ら
自
動
集
計
し
て
」な
ど
）を
入
力
す

れ
ば
E
x
c
e
l
上
で
動
作
す
る
専
用
の
プ
ロ
グ

ラ
ム（
マ
ク
ロ
）を
生
成
し
て
く
れ
ま
す
。

　
試
し
に「
埼
玉
県
弘
済
会
っ
て
ど
ん
な
団
体
だ
っ

け
？
」と
入
力
し
て
み
ま
し
た
。

M
i
c
r
o
s
o
f
t「
B
i
n
g
チ
ャ
ッ
ト
」の

画
面
　
生
成
Ａ
Ｉ
は
常
に
学
習
し
て
い
る
た
め
、

必
ず
同
じ
内
容
に
な
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
が
、今

回
は『
埼
玉
県
弘
済
会
は
、公
益
社
団
法
人
日
本

教
育
公
務
員
弘
済
会
の
埼
玉
県
支
部
と
し
て
、教

育
の
振
興
と
教
職
員
の
福
利
厚
生
を
目
的
に

1
9
5
6
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た（
以
下
略
）
』と

の
返
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
生
成
Ａ
Ｉ
に
自
分
が
意
図
す
る
返
答
を
も
ら
う

に
は
、質
問
の
仕
方
に
そ
れ
な
り
の「
こ
つ
」
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、生
成
Ａ
Ｉ
を
使
い
こ
な
す
に
は「
習

う
よ
り
慣
れ
ろ
」の
精
神
が
重
要
で
す
。

　
と
に
か
く
興
味
が
あ
る
こ
と
の
質
問
を
繰
り
返

し
、質
問
の
仕
方
の「
こ
つ
」を
掴
ん
で
み
て
く
だ

さ
い
。

❸
く
れ
ぐ
れ
も
返
答
内
容
に

は
注
意
を

　
前
述
し
ま
し
た
が
、生
成
Ａ
Ｉ
は「
指
示
の
内
容

（
意
味
）を
理
解
し
て
文
章
を
作
成
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
た
め
、デ
ー
タ
が
な
い
と
き
は
類
推

で
作
文
し
て
し
ま
う
」場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
上
で
試
し
た「
埼
玉
弘
済
会
」の
例
で
も
、名
称

は
似
て
い
ま
す
が
別
の
団
体
を
類
推
で
回
答
す
る

よ
う
に
、返
答
に
誤
っ
た
内
容
が
含
ま
れ
る
こ
と
が

御
確
認
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。ち
な
み
に
、同

じ
質
問
を
グ
ー
グ
ル
で
検
索
す
る
と「
公
益
社
団

法
人
埼
玉
県
弘
済
会
」
が
ト
ッ
プ
で
表
示
さ
れ
ま

す
。

　
返
答
し
た
文
章
の
内
容
に
つ
い
て
は
真
偽
や
的

確
性
、著
作
権
等
の
確
認
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、結
果
を
利
用
す
る
場
合
に
は
十
分
御
注
意
く

だ
さ
い
。

　
ま
ず
は
、気
楽
な
会
話
か
ら
使
っ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
？

と
に
よ
り
文
章
を
作
成
し
て
い
き
ま
す
。つ
ま
り
、

生
成
Ａ
Ｉ
は
指
示
の
内
容（
意
味
）を
理
解
し
て
文

章
を
作
成
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、デ
ー
タ

が
な
い
と
き
は
類
推
で
作
文
し
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。生
成
Ａ
Ｉ
の
作
っ
た
文
章
に
、正
確
で

な
い
情
報
が
含
ま
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
は
こ
の
た

め
で
す
。

❷
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
の
強
み

と
弱
み

　
入
力
し
た
言
葉
に
対
し
、「
最
も
確
率
の
高
い
言

葉
を
続
け
る
」仕
組
み
を
持
つ
生
成
Ａ
Ｉ
の
得
意
分

野
は
、「
対
話
」で
す
。対
話
型
Ａ
Ｉ
と
も
言
わ
れ
る

チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
が
得
意
な
の
は
、ブ
レ
ー
ン
ス

ト
ー
ミ
ン
グ
や
ア
イ
デ
ィ
ア
出
し
で
、あ
な
た
か
ら

の
様
々
な
相
談
に
人
間
と
対
話
し
て
い
る
よ
う
な

自
然
な
会
話
で
対
応
し
て
く
れ
ま
す
。

　「
１
０
歳
の
男
の
子
に
な
っ
た
つ
も
り
で
文
章
を

書
い
て
」「
こ
の
質
問
に
英
語
で
回
答
し
て
」と
い
っ

生成AIにできること

その他

キャッチコピー生成
著作権等に注意

画像生成

文章作成等企画立案等

著作権等に注意

タスク作成

検索
正確でない情報も混じるので、
検索エンジン使うべき

会議開催準備の手順

文章要約
会議録の要約

原案生成
文章やメールのたたき台作成

プログラムコード生成

翻訳 文書校正

数値集計
数値の処理は苦手

エクセルマクロの自動作成

情報収集
課題抽出
調査
提案の作成

アイディア出し

ロールプレイ
高齢者視点で「ほしいサービス」
を提案

ブレーンストーミング

使ってみよう使ってみよう生成ＡＩ生成ＡＩを
　
よ
く
聞
く
Ａ
Ｉ
と
い
う
言
葉
、こ
れ
はA

rtifi
cial 

Intelligence

の
略
で
人
工
知
能
の
こ
と
で
す
。最
近
は
、文

章
や
画
像
を
生
成
す
る
生
成
Ａ
Ｉ
が
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、埼
玉
県
や
東
京
都
で
も
Ｃ
ｈａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ

（
チ
ャ
ッ
ト
G
P
T
）な
ど
の
生
成
Ａ
Ｉ
を
業
務
に
導
入
す
る

と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、皆
さ
ん
の
中
に
は
関
心
が
あ
る
け
れ
ど
不
安
な
の

で
利
用
を
た
め
ら
っ
て
い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、県
企
画
財
政
部
行
政・デ
ジ
タ
ル
改
革
課
に
、生
成

Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
、県
政
で
ど
の
よ
う
に
活
用
し
よ
う
と
し
て
い

る
の
か
、ま
た
、利
用
す
る
場
合
の
方
法
や
注
意
点
な
ど
を
伺

い
ま
し
た
。

　
昨
年
か
ら
、デ
ジ
タ
ル
の
専
門
知
識
の
な
い
人
で
も

チ
ャ
ッ
ト
形
式
で
気
軽
に
利
用
で
き
る
生
成
Ａ
Ｉ

「
C
h
a
t
G
P
T
」が
、世
界
中
の
注
目
を
集
め
て
い
ま

す
。

　
民
間
企
業
や
行
政
に
お
け
る
活
用
事
例
が
連
日
報
道
さ

れ
、書
店
に
は
解
説
本
が
あ
ふ
れ
る
な
ど
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
誕
生
以
来
の
衝
撃
と

も
い
わ
れ
る
１
大
ブ
ー

ム
と
な
り
ま
し
た
が
、

皆
さ
ん
は
生
成
Ａ
Ｉ
を

使
っ
て
み
ま
し
た
か
？

　
生
成
Ａ
Ｉ
は
、人
間
の
指
示
に

応
じ
て
文
章
や
画
像
な
ど
を
作

る
こ
と
が
で
き
る
Ａ
Ｉ
で
、オ
ー

プ
ン
Ａ
Ｉ
社
が
開
発
し
た

「
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
」
、グ
ー
グ
ル

社
が
開
発
し
た
「
B
a
r
d

（
バ
ー
ド
）」な
ど
が
有
名
で
す
。

　
膨
大
な
量
の
文
章
を
Ａ
Ｉ
が

学
習
し
、あ
る
単
語
の
次
に
来
る

確
率
の
高
い
単
語
を
選
択
す
る

こ
と
に
よ
り
文
章
を
作
成
し
て

い
き
ま
す
。つ
ま
り
、生
成
Ａ
Ｉ

は
指
示
の
内
容（
意
味
）を
理
解

し
て
文
章
を
作
成
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
の
で
、デ
ー
タ
が
な

い
と
き
は
類
推
で
作
文
し
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。生
成
Ａ

Ｉ
の
作
っ
た
文
章
に
、正
確
で
な

い
情
報
が
含
ま
れ
る
こ
と
が
あ

る
の
は
こ
の
た
め
で
す
。

生成ＡＩとは

　
入
力
し
た
言
葉
に
対
し
、「
最
も
確
率
の

高
い
言
葉
を
続
け
る
」仕
組
み
を
持
つ
生

成
Ａ
Ｉ
の
得
意
分
野
は
、「
対
話
」で
す
。

対
話
型
Ａ
Ｉ
と
も
言
わ
れ
る
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ

Ｐ
Ｔ
が
得
意
な
の
は
、ブ
レ
ー
ン
ス
ト
ー
ミ

ン
グ
や
ア
イ
デ
ィ
ア
出
し
で
、あ
な
た
か
ら

の
様
々
な
相
談
に
人
間
と
対
話
し
て
い
る

よ
う
な
自
然
な
会
話
で
対
応
し
て
く
れ
ま

す
。

　「
１０
歳
の
男
の
子
に
な
っ
た
つ
も
り
で
文

章
を
書
い
て
」「
こ
の
質
問
に
英
語
で
回
答

し
て
」と
い
っ
た
リ
ク
エ
ス
ト
に
も
、器
用

に
対
応
し
て
く
れ
ま
す
。こ
う
し
た
強
み

を
生
か
し
、文
章（
た
た
き
台
）の
作
成
や

要
約
、校
正
、翻
訳
、企
画
立
案
な
ど
様
々

な
業
務
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
一
方
、チ
ャ
ッ
ト
G
P
T
に
は
、苦
手
な
分

野
も
あ
り
ま
す
。指
示
内
容
を
理
解
せ
ず

回
答
す
る
の
で
不
正
確
な
情
報
が
混
じ
る

こ
と
も
あ
る
た
め
、「
検
索
」に
は
向
き
ま

せ
ん
。ま
た
、数
値
の
処
理
も
苦
手
で
す
。

　
生
成
Ａ
Ｉ
の
特
性
を
理
解
し
、得
意
分

野
に
マ
ッ
チ
し
た
使
い
方
を
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

チャットＧＰＴの強みと弱み

　
令
和
５
年
７
月
か
ら
埼
玉
県
で
も
生
成

Ａ
Ｉ
の
活
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
生
成

A
I
は
、的
確
に
利
用
す
れ
ば
、業
務
の
効

率
化
や
県
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
な
が
る

有
用
な
ツ
ー
ル
と
な
り
ま
す
。一
方
、情
報

の
入
力
や
生
成
物
の
利
用
の
仕
方
を
誤
る

と
、権
利
侵
害
等
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
も
あ

り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、県
で
は「
生
成
A
I
の
利
用

に
係
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」を
策
定
し
、業
務

で
生
成
A
I
を
利
用
す
る
場
合
は
、「
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
遵
守
す
る
こ
と
」「
必
要
な
知

識
を
習
得
す
る
た
め
の
オ
ン
ラ
イ
ン
講
習

を
受
講
し
、効
果
測
定
テ
ス
ト
に
合
格
す

る
こ
と
」「
所
属
長
の
了
解
を
得
る
こ
と
」

の
３
つ
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
を
条
件
と
し

ま
し
た
。

　
初
め
は
、情
報
収
集
や
ア
イ
デ
ィ
ア
出
し

な
ど
、庁
内
で
完
結
す
る
事
務
で
利
用
し
て

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
み
、次
の
段
階
で「
で

き
る
だ
け
簡
潔
に
」と
か「
子
供
向
け
に
わ

か
り
や
す
く
」
な
ど
の
条
件
を
付
け
て
広

報
文
案
を
作
成
す
る
な
ど
県
民
向
け
の
業

務
に
活
用
範
囲
を
広
げ
る
予
定
で
す
。

埼玉県では・・・・

生成AI活用方針埼玉県庁で利用可能な生成ＡＩ

生成AI 活用

活用範囲
庁内業務から

安全に使うための
ガイドライン

スキルアップ
講習を受講

②Bing
検索エンジンと組み合わ
せることで、インター
ネット上の最新情報も踏
まえて回答してくれる

行政に特化したChatGPT
で、省庁の白書を追加学
習しているため、行政情
報に強い

①行政用Chat GPT
　マサルくん
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　パソコンをお使いの方は「マイクロソフトＥｄｇｅ」の右上のアイコン

(Copilotアイコン)をクリックすればすぐに利用ができます。

　スマートフォンで利用する場合は、グーグルなどの検索窓に「Ｂｉｎｇチャッ

ト」と入力し、検索結果からマイクロソフト社が提供する専用アプリ（Ｂｉｎｇ）

をインストールすると利用できます。

　　生成ＡＩに自分が意図する返答をもらうには、質問の仕方にそれなりの「こつ」が必要となります。

　そのため、生成ＡＩを使いこなすには「習うより慣れろ」の精神が重要です。

　　とにかく興味があることの質問を繰り返し、質問の仕方の「こつ」を掴んでみてください。

　例えば、冷蔵庫に残った食材と好みを入力して「レシピ」を聞いたり、行きたい観光地と興味のあるこ

と（例えばパワースポットやダムなど）を入力して観光ルートを聞いたり、ちょっとマニアックですが

Excelで自動操作したい内容（例えば「数字の入力があったら自動

集計して」など）を入力すればExcel上で動作する専用のプログラ

ム（マクロ）を生成してくれます。

　試しに「埼玉県弘済会ってどんな団体だっけ？」と入力してみました。

　生成ＡＩは常に学習しているため、必ず同じ内容になるとは限りま

せんが、今回は『埼玉県弘済会は、公益社団法人日本教育公務員弘

済会の埼玉県支部として、教育の振興と教職員の福利厚生を目的

に1956年に設立されました（以下略）』との返答がありました。

　前述しましたが、生成ＡＩは「指示の内容（意味）

を理解して文章を作成しているわけではないた

め、データがないときは類推で作文してしまう」場

合があります。

　上で試した「埼玉県弘済会」の例でも、名称は似

ていますが別の団体を類推で回答するように、返

答に誤った内容が含まれることが御確認いただけ

ると思います。ちなみに、同じ質問をグーグルで検

索すると「公益社団法人埼玉県弘済会」がトップで

表示されます。

　返答した文章の内容については真偽や的確性、

著作権等の確認が必要となりますので、結果を利

用する場合には十分御注意ください。

　まずは、気楽な会話から使ってみてはいかがで

しょうか？

くれぐれも返答内容には注意を

　皆さんが普段使っているパソコンやスマートフォンでも簡単に生成ＡＩを利用できます。

　例えば、マイクロソフトの対話型ＡＩ「Ｂｉｎｇ」は誰でも無料で使うことができます。

「Copilot アイコン」

生成ＡＩを使ってみよう
実践！

▲Microsoft「Bingチャット」の画面
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■支部だより
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支
部

  
だ
よ
り

う
ち
の
支
部
自
慢

第
十一回
川
の
国
応
援
団  

　
　
　
　
鴨
川
左
岸
河
川
美
化
活
動
の
実
施

　
　
　
　
　 

　
　   

さ
く
ら
班 

権
田
　
富
久

　
十
月
二
十
日（
金
）午

前
十
時
か
ら
十
二
時
ま

で
、鴨
川
左
岸
、桜
区
役

所
西
側（
中
土
手
橋
～

諏
訪
前
橋
間
）約
九
百

メ
ー
ト
ル
の
間
の
、散

乱
し
て
い
る
ペッ
ト
ボ
ト

ル
、空
き
缶
、家
庭
ご
み
な
ど
を
収
集
す
る
河
川

美
化
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

 　
当
日
は
、絶
好
の
秋
空
の
下
、好
天
に
恵
ま

れ
、さ
い
た
ま
県
土
整
備
事
務
所
の
協
力
を
得

て
、今
回
も「
さ
く
ら
班
会
員
」と
支
部
役
員
を

含
め
、合
計
十
二
人
の
方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
開
始
あ
い
さ
つ
の
後
、当
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

等
を
説
明
し
、ビ
ニ
ー
ル
袋
や
ご
み
バ
サ
ミ
を
手

に
し
、定
刻
に
作
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。当

地
は
、桜
区
役
所
や
体
育
館
に
接
し
、ま
た
、鴨

川
沿
い
の
散
策
コ
ー
ス
と
し
て
も
利
用
者
が
多

い
地
域
で
す
。

　
今
回
も
、散
乱
し
て
い
る
廃
棄
物
を
収
集
し
、

地
域
の
環
境
美
化
に
大
い
に
貢
献
で
き
た
も
の

と
思
って
い
ま
す
。ま
た
、例
年
の
こ
と
で
す
が
、

河
川
に
飛
来
し
て
く
る
多
く
の
小
鳥
た
ち
を
眺

め
な
が
ら
、久
し
ぶ
り
の
会
員
と
の
談
笑
に
花
が

咲
き
、楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

ロ
ー
ド
サ
ポ
ー
ト
始
め
て
十
五
年 

　
　
　
　
　
　
無
理
せ
ず
続
け
ま
す

　
　
　
　
　
　 

　
　
吹
上
班 
柴
田
　
雅
幸

　

十
月
七
日（
土
）に
行
っ
た
道
路
美
化
活
動

（
JR
吹
上
駅
か
ら
伸
び
る一般
県
道
吹
上
停
車

場
線
の
う
ち
中
山
道
か
ら
十
七
号
バ
イ
パ
ス
ま

で
の
間
、約
六
百
五
十
メ
ー
ト
ル
の
区
間
）は
、

今
年
も
晴
天
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、吹
上
班
の
班
員
七
人
に
加
え
て
桶

川
か
ら
榎
本
恵
樹
さ
ん
に
参
加
し
て
い
た
だ
け

ま
し
た
。榎
本
さ
ん
は
ロ
ー
ド
サ
ポ
ー
ト
事
業
を

吹
上
班
で
始
め
た
と
き
の
、北
本
県
土
整
備
事

務
所
の
所
長
さ
ん
で
、班
の
先
輩
に
聞
く
と
大

変
お
世
話
に
な
っ
た
と
の
こ
と
。

　
奇
し
く
も
十
五
年
目
の
節
目
に
参
加
い
た
だ

け
た
の
は
、私
た
ち
吹
上
班
に
と
って
も
塵
も
積

も
れ
ば
山
と
な
る
の
道
程
を
感
じ
る
も
の
で
し

た
。

　

美
化
活
動
は
毎
年

二
月
を
除
く
偶
数
月

の
第一土
曜
日
に
行
い
、

実
施
回
数
は
七
十
回

を
数
え
ま
す
。活
動
は

約
1
時
間
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
す
。こ
れ
か
ら

も
無
理
を
せ
ず
息
長

く
続
け
て
い
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

公
園
管
理
作
業
支
援
活
動
の
実
施
　
　
　
　

　       

　
　
　
北
本
子
桜
会（
北
本
班
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
岡
　
輝
夫

　
11
月
15
日
埼
玉
県
自
然
学
習
セ
ン
タ
ー・北

本
自
然
観
察
公
園
で
、今
年
度
2
回
目
の
地
域

奉
仕
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
数
は
、北
本
子
桜
会
の
メ
ン
バ
ー
が

5
人
、北
足
立
支
部
か
ら
4
人
、他
に
体
験
入

会
の
方
の
応
援
参
加
を
受
け
て
総
勢
10
人
、盛

会
で
し
た
。

　

9
時
30
分
、手
ぬ
ぐ
い
の
ハ
チ
マ
キ
、背
に

S
A
I
T
A
M
A　
K
O
U
S
A
I
K
A
I

　
S
T
A
F
F
の
文
字
が
入
っ
た
紺
色
の
ジ
ャ

ン
バ
ー
姿
、ゴ
ム
長
等
々
働
く
姿
の
10
人
が
会

議
室
に
集
合
。自
然
学
習
セ
ン
タ
ー
指
導
員
か

ら
、作
業
に
先
立
っ
て
2
0
1
9
年
撮
影
の
子

桜
会
の
メ
ン
バ
ー
の
公
園
管
理
作
業
等
の
写
真

を
映
写
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、作
業
内
容
や

危
険
防
止
等
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
回
の
作
業
は
、自
然
学
習
セ
ン
タ
ー
の
建

物
の
①
西・北
側
の
ビ
オ
ト
ー
プ
見
本
園（
い
ろ

い
ろ
の
生
物
の
〝す
み
か
〟）の
園
路
の
除
草
、②

南
側
の
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン（
窓
辺
に
ネ
ッ
ト
を

張
り
、這
わ
せ
た
つ
る
草
）の
撤
去
で
す
。

　
前
回
の
奉
仕
活
動
で
の
草
刈
は
、在
来
植
物

が
日
陰
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、生
い
茂
る
帰
化
植

物
を
根
本
か
ら
引
き
抜
い
た
が
、今
回
の
①
見

本
園
の
草
刈
は
、茂
み
に
棲
ん
で
い
る
カ
エ
ル
や

昆
虫
な
ど
の
た
め
に
、園
路
に
茂
っ
て
い
る
草
の

地
上
部
分
だ
け
を
鎌
で
刈
り
、「
来
春
再
び
発

芽
す
る
よ
う
根
を
残
す
」と
の
こ
と
で
し
た
。

　
ま
た
、作
業
に
際
し
て
は
、「
鎌
も
使
用
す
る

し
、園
内
に
は
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
が
あ
っ
た
り
、マ

ム
シ
も
い
る
の
で
、怪
我
や
事
故
に
気
を
付
け
て

作
業
に
あ
た
っ
て
く
だ
さ
い
。」と
の
注
意
が
あ

り
ま
し
た
。

　

暑
く
も
な
く
、寒
く
も
な
い
程
よ
い
天
候
に

恵
ま
れ
た
〝公
園
管
理
作
業
支
援
日
和
〟の
な
か

で
、指
導
員
さ
ん
に
〝雑
草
〟や
昆
虫
の
名
前
や

特
徴
を
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、お
昼
前
に
無

事
予
定
の
作
業
を
済
ま
せ
る
こ
と
が
出
来
ま
し

地
域
支
援
活
動
の
実
施

北
足
立
支
部
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和
気
あ
い
あ
い
に
数
人
ず
つ
の
グ
ル
ー
プ
で

コ
ー
ス
を
進
み
ま
す
が
、そ
の
日
の
調
子
と
そ
れ

ぞ
れ
の
技
量
で
ス
コ
ア
は
歴
然
と
差
が
つ
い
て
し

ま
い
ま
す
。仕

方
が
あ
り
ま
せ

ん
。旧
知
の
仲

間
に
は
一
緒
に

集
え
る
こ
と
が

何
よ
り
と
感
じ

ら
れ
る
時
間
が

過
ぎ
ま
す
。

　
五
月
八
日（
月
）午
前
十
時
か
ら
、さ
い
た
ま

共
済
会
館
に
お
い
て
、支
部
会
員
四
十
五
人
が

出
席
し
、総
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。総

会
に
引
き
続
き
、「
講
演
会・埼
玉
の
魅
力
を
再

発
見
」及
び
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
支
部
事
業
の
更
な
る
発
展
を
願
って
、班
活
動

の
在
り
方
や
事
業
活
性
化
の
方
策
を
検
討
し
ま

す
。令
和
六
年
二
月
十
三
日（
火
）開
催
の
班
活

動
座
談
会
に
お
い
て
、「
当
面
す
る
班
活
動
の
問

題
点・課
題
等
」に
つ
い
て
協
議
す
る
ほ
か
、新
企

画
と
し
て
二
月
九
日
に（
金
）「
川
越
史
跡
巡
り
」

を
開
催
し
ま
す
。

た
。お
昼
ま
で
の
短
い
時
間
で
し
た
が
指
導
員

さ
ん
に
初
冬
の
自
然
観
察
公
園
を
案
内
し
て
い

た
だ
い
て
、冬
の
渡
り
鳥
の
マ
ガ
モ
、植
物
で
は

清
楚
な
ム
ラ
サ
キ
シ
キ
ブ
や
ケ
ヤ
キ
の
〝実
〟等
、

日
常
触
れ
る
こ
と
が
少
な
い
身
近
な
自
然
に
も

触
れ
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
も
、管
理
作
業
奉
仕
と
い
う
よ
り
、「
自

然
と
楽
し
く
過
ご
す
催
し
」に
参
加
し
た
よ
う

な
満
足
感
に
満
ち
た
体
験
で
し
た
。

　

弘
済
会
会

員
の
み
な
さ

ま
、次
回
の
北

本
子
桜
会
の

自
然
観
察
公

園
管
理
作
業

奉
仕
に一
緒
に

ご
参
加
く
だ

さ
い
。お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
吹
上
班 

柴
田
　
雅
幸

　

最
近
、パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
は
人
気
上
昇
中
だ
と

か
。今
回
も
十一月
四
日（
土
）に
、鴻
巣
市
営
吹

上
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
、北
足
立
支
部
事
業
と
し

て
、第
九
回
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。秋
晴
れ
の
も
と
、河
川
敷
を
吹
き
渡
る
風
は

気
持
ち
良
く
、存
分
に
プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し

た
。参
加
者
は
九
人
。

　
十一月
二
十
四
日（
金
）に
国
立
科
学
博
物
館

「
関
東
大
震
災
百
年
企
画
展・震
災
か
ら
の
あ

ゆ
み
」を
見
学
し
ま
し
た
。感
染
を
避
け
る
た
め

現
地
集
合
と
し
、24 
名
が
参
加
し
ま
し
た
。科
博

で
は
、六
十
五
歳
以
上
は
入
場
無
料
で
し
た
。

　
十
月
三
日(

火)

午
前
八
時
か
ら
、昨
年
度
同

様
浦
和
駅
東
口
駅
前
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、当
支

部
か
ら
五
人
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
３
月
８
日（
金
）午
前
１０
時
か
ら

「
当
面
す
る
支
部
事
業
の
問
題
点・課
題
等
」に

つ
い
て
協
議
し
ま
す
。

　
令
和
５
年
は
、２
月
の
第

２３３
号
か
ら
第

２３６
号

（
１１
月
）ま
で
発
行
し
、次
号
、第

２３７
号
は
、令
和

６
年
２
月
に
発
行
し
ま
す
。

 　
令
和
五
年
六
月
十
三
日(

火)

、恒
例
の
古
典

芸
能
鑑
賞「
落
語
を
楽
し
む
会
」を
国
立
演
芸

場
に
て
、参
加
者
十
八
名（
五
夫
婦
含
む
）の
も
と

に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。な
お
、例
年
十
二
月
に

開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、会
場
の
国
立
演
芸
場
が

秋
以
降
は
閉
場
に
な
る
こ
と
か
ら
、六
月
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

　
番
組
及
び
出
演
者
は
、順
に
上
方
落
語
の
笑

福
亭
希
光
、発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
芸
の
で
き
た
く

ん
、落
語
の
桂
小
南
、落
語
の
三
遊
亭
笑
遊
、コ

ン
ト
の
ザ・ニュ
ー
ス
ペ
ー
パ
ー
、上
方
落
語
の
笑

福
亭
和
光
、太
神
楽
曲
芸
の
丸一小
助・小
時
、

ト
リ
は
上
方
落
語
の
笑
福
亭
鶴
光
で
、さ
す
が

名
人
芸
だ
と
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。今
年
も
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
多
彩
な
芸
を
見
せ
て
も
ら
い
、

楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
国
立
演
芸
場
」は
、文
化
振
興
の
た
め
に
大

古
典
芸
能
鑑
賞「
落
語
を
楽
し
む
会
」

入
間
支
部

赤
い
羽
根
共
同
募
金
奉
仕
活
動
に
参
加

久
し
ぶ
り
に

支
部
施
設
見
学
会
を
実
施

顧
問・相
談
役・監
事
会
議
の
開
催

会
報「
か
わ
ら
版
」の
発
行

今
日
も
調
子
い
い
ぞ
ナ
イ
ス
シ
ョッ
ト

班
再
編
及
び
支
部
事
業
活
性
化
策

検
討
委
員
会
を
設
置

令
和
五
年
度
通
常
総
会
の 

開
催
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■支部だより

街
頭
募
金
活
動
に
つ
い
て

衆
芸
能
の
継
承
や
振
興
発
展
を
目
指
し
、昭
和

五
十
四
年
に
国
立
劇
場
の
敷
地
内
に
開
場
さ

れ
、寄
席
形
式
の
公
演
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た

が
、施
設
の
機
能
強
化
の
た
め
国
立
劇
場
、伝
統

芸
能
情
報
館
と
あ
わ
せ
て
建
替
え
に
よ
り
再
整

備
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、令
和
五
年
十
月
末
を

も
って
閉
場
に
な
り
ま
し
た
。な
お
、令
和
六
年一

月
以
降
は
、「
紀
尾
井
小
ホ
ー
ル
」ほ
か
の
施
設

を
借
用
し
て
、国
立
演
芸
場
主
催
の
演
芸
公
演

を
実
施
し
て
い
か
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
演
芸
場
の
舞
台
正
面
に
は
、「
喜
色
是
人
生
」

の
額
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。誰
が
書
か
れ
た

も
の
か
調
べ
た
と
こ
ろ
、昭
和
天
皇
の
侍
従
長
で

あっ
た
入
江
相
政
氏
の
揮
毫
に
な
る
も
の
だ
そ
う

で
す
。意
味
は
、「
生
き
る
喜
び
が
満
ち
溢
れ
て
い

る
人
生
を
送
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。人
生
の
ど

ん
な
時
に
も
、希
望
を
失
う
こ
と
な
く
力
強
く
生

き
る
力
を
つ
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
。」と
い
う
こ

と
だ
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、緞
帳
は
、葛
飾
北
斎
富
嶽
三
十
六
景
の

内「
凱
風
快
晴
」、通
称「
赤
富
士
」が
織
り
込
ま

れ
て
い
ま
し
た
。

　

梅
雨
の
晴
れ
間
の
６
月
２９
日
、令
和
５
年

度
第
１
回
目
と
し
て
坂
戸
市
城
山
の
下
草

刈
り
を
行
い
ま
し
た
。参
加
者
は
、坂
戸
市

環
境
政
策
課
２
名
、入
間
支
部
会
員
５
名
、

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
団
体
１
名
、計
８
名
。

　

城
山
荘
前
に
て
、作
業
の
概
要
説
明
と
準

備
体
操
を
行
い
、手
刈
り
鎌
、刈
払
機
を
持

ち
、現
地
へ
移
動
。現
地
は
、坂
戸
市
と
の
打

合
せ
に
よ
り
決
め
た
と
こ
ろ
で
、城
山
荘
か
ら

森
に
入
り
、北
へ
向
か
い
、五
叉
路
沿
い
の
北

側
部
分
。１０
時
過
ぎ
か
ら
は
じ
め
、１
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
伸
び
た
笹
や
雑
草
を
刈
り
、途
中
の

水
分
補
給
等
の
休
憩
を
い
れ
、１２
時
を
も
っ

て
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、作
業
に
あ
た
り
、川
越
農
林
振
興
セ

ン
タ
ー
林
業
部
の
職
員
の
方
々
に
、現
地
の

下
見
、作
業
当
日
に
お
け
る
注
意
事
項
な
ど

の
ご
指
導
を
い
た
だ
き
、無
事
終
了
で
き
、感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
も
こ
の
後
１１
月
と
２
月
の
２
回
実

施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

　　

１０
月
１
日（
日
）に
川
越
駅
と
飯
能
駅
に
お

い
て
、赤
い
羽
根
募
金
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

川
越
駅
で
は
、西
口
に
お
い
て
、９
時
３０
分

か
ら
１０
時
３０
分
ま
で
会
員
４
名
の
参
加
に
よ

り
実
施
し
ま

し
た
。今
年
は

日
曜
日
で
家

族
連
れ
の
お

子
様
か
ら
の

募
金
が
多
く

見
受
け
ら
れ

ま
し
た
。小
さ

な
お
子
さ
ん

に
は
風
船
と

ド
ラ
え
も
ん

バ
ッ
チ
を
渡
し

て
普
及
啓
発

を
図
り
ま
し

た
。

　

飯
能
駅
で
は
、北
口
と
南
口
の
２
か
所
に

分
か
れ
て
活
動
し
１０
時
か
ら
１１
時
過
ぎ
ま
で

会
員
５
名
と
埼
玉
県
共
同
募
金
会
飯
能
市

支
会
２
名
の
方
と
共
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

皆
様
か
ら
は
多
く
の
募
金
を
い
た
だ
き
ま

し
て
大
変
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
五
年
十
一
月
二
十
八
日(

火)

に
支
部

の
恒
例
行
事
で
あ
る「
ふ
る
さ
と
再
発
見
事

業
」を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。今
年
度
は
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
を
利
用
し
て
飯
能
市
の
山
の
上
に

あ
り
ま
す『
竹
寺
』を
訪
ね
て
参
拝
し
、紅
葉

を
愛
で
な
が
ら
散
策
を
し
て
、食
事
を
す
る

と
い
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。参
加
者
は
十
八

名
で
、山
の
上
で
し
た
が
、こ
の
時
期
と
し
て

は
暖
か
く
、快
晴
で
ハ
イ
キ
ン
グ
日
和
で
し

た
。赤
や
黄
の
紅
葉
の
山
内
を
散
策
し
、そ
の

後
、竹
寺
名
物
の
精
進
料
理
を
、住
職
か
ら

の
説
明
の
後
、外
の
景
色
を
眺
め
な
が
ら
堪

能
し
、楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
『
竹
寺
』は
、千
年
以
上
の
歴
史
を
も
つ

東
日
本
唯一の
神
仏
習
合
の
お
寺
で
、本
尊
は

「
牛
頭
天
王（
ご
ず
て
ん
の
う
）」、本
地
仏

に「
薬
師
如
来
」
を

祀
っ
て
い
ま
す
。境
内

の
観
音
堂
に
は
聖
観

世
音
が
祀
ら
れ
て
お

り
、武
蔵
野
観
音
の

三
十
三
番
結
願
寺

と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、災
厄
除
け

と
し
て
の「
蘇
民
将

来（
そ
み
ん
し
ょ
う

ら
い
）」の
護
符
や
御

朱
印
帳
は
住
職
の
手

書
き
で
好
評
と
の
こ

と
で
す
。

　

宅
建
試
験
に
つ
い
て
は
、２
会
場
で
実
施

し
ま
し
た
が
、今
年
は
こ
の
う
ち
１
会
場
に
つ

い
て
、比
企
支
部
と一
緒
に
実
施
し
滞
り
な
く

美
し
い
森
を
創
る
会
の
活
動

ふ
る
さ
と
再
発
見
事
業

奥
武
蔵
の
古
刹『
竹
寺
』を
訪
ね
て

宅
地
建
物
取
引
士
資
格
試
験
な
ど
の

実
施
に
つ
い
て
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１３
人
」の
最
終
回
放
映
終
了
の
熱
が
冷
め

や
ら
ぬ
こ
の
時
期
に
こ
の
分
野
の
第
一
人
者

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

平
治
の
乱（
１
１
５
９
年
）で
平
清
盛
に

敗
れ
、伊
豆
に
流
さ
れ
た
源
頼
朝
を
物
心

両
面
で
世
話
を
し
た
の
が
比
企
の
尼（
比

企
能
員
の
母
の
姉
）と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、北
条
や
畠
山
ら
と
と
も
に
平
家
討

伐
の
旗
を
上
げ
た
頼
朝
を
支
え
た
の
が
比

企
一
族
で
し
た
。さ
ら
に
頼
朝
の
子
頼
家
の

妻
が
比
企
能
員
の
娘
で
あ
る
若
狭
の
局
で

あ
り
、北
条
政
子
と
も
親
し
か
っ
た
こ
と
も

あ
り
鎌
倉
幕
府
の
成
立
そ
の
後
に
歴
史
に

大
き
く
関
与
し
ま
し
た
。し
か
し
悲
劇
が

お
き
ま
し
た
。大
河
ド
ラ
マ
で
も
描
か
れ
た

と
お
り
頼
朝
没
後
の
幕
府
は

１３
人
の
合
議

制
と
な
り
、御
家
人
同
士
の
勢
力
争
い
の

中
で
比
企
能
員
は
北
条
時
政
に
討
た
れ
て

し
ま
い
ま
す
。　

　

西
村
講
師
は
こ
の
比
企
の
乱
と
呼
ば
れ

比
企
氏
が
謀
反
を
企
て
た
の
で
北
条
が
そ

れ
を
収
め
た
と
さ
れ
る
歴
史
を
比
企
の
側

か
ら
吾
妻
鑑
以
外
の
文
献
か
ら
反
論
し
ま

し
た
。さ
ら
に
東
松
山
市
の
宗
悟
寺
、正
法

寺
、川
島
町
の
金
剛
寺
、滑
川
町
の
三
門

館
跡
な
ど
比
企
氏
ゆ
か
り
の
名
所
旧
跡
を

詳
し
く
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

終
了
し
ま
し
た
。

　

こ
の
他
、ゴ
ル
フ
教
室
、そ
ば
打
ち
教
室
、

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
で
の
音
楽
鑑
賞
、

テ
ー
マ
を
毎
年
決
め
て
の
セ
ミ
ナ
ー
開
催
な

ど
で
会
員
相
互
の
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
１

月
１９
日
、セ
ミ

ナ
ー
及
び
情
報

交
換
会
を
吉

見
町
に
お
い
て

「
鎌
倉
殿
を
支

え
た
比
企
一
族
」

を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
し
た
。参
加
者
は

１４

名
で
し
た
。

　

講
師
に
は「
比
企
一
族
歴
史
研
究
会
」会

長
の
西
村
裕（
ゆ
た
か
）先
生
を
お
招
き
し

ま
し
た
。「
比
企
」の
名
称
を
全
国
的
に
知

ら
し
め
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
鎌
倉
殿
の

　

第
１
回
を
６
月

２９
日(

参
加
者

１４

名)

、２
日
目
を

１１

月
９
日(

参
加
者

１0

名)

、東
武
東
上
線

高
坂
駅
西
口
か
ら

県
立
こ
ど
も
動
物

自
然
公
園
ま
で
の

２
ｋｍ
道
路（
県
道
含

む
）の
清
掃
活
動
を

実
施
し
ま
し
た
。こ

の
事
業
は
比
企
支

部
全
会
員
に
呼
び

か
け
、令
和
元
年
か

ら
春
と
秋
の
年
２

回
継
続
的
に
行
っ
て

い
ま
す
。

　

東
松
山
県
土
整

備
事
務
所
の
協
力

を
い
た
だ
き
ト
ン
グ

や
ゴ
ミ
袋
を
お
借
り

し
て
２
組
に
分
か
れ

て
歩
道
の
ゴ
ミ
・
空

き
缶
を
拾
い
集
め

ま
す
。６
月
は
沿
道
の
植
え
込
み
に
雑
草

が
多
く
茂
り
、ま
た

１１
月
は
落
ち
葉
が
堆

積
し
て
い
ま
す
。す
べ
て
片
づ
け
る
の
は
大

変
で
す
が
、た
ば
こ
の
吸
い
殻
や
菓
子
の
空

き
袋
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
参
加
会
員
が
熱

心
に
拾
い
集
め
ま
し
た

　

道
路
清
掃
活
動
を
通
じ
、地
元
の
環
境

を
整
備
し
、県
こ
ど
も
動
物
自
然
公
園
を

訪
れ
る
人
々
を
歓
迎
し
地
域
に
少
し
で
も

貢
献
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

１０
月
１
日
、東
武
東
上
線
東
松
山
駅
頭

に
て
会
員
９
名
が
参
加
し
て
赤
い
羽
根
共

同
募
金
活
動
を
行
い
ま
し
た
。朝
９
時
か

ら
２
時
間
の
活
動
で
し
た
。東
松
山
市
社

会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
、の
ぼ
り
旗
、募

金
箱
等
を
お
借
り
し
て
、駅
を
利
用
す
る

市
民
に
声
掛
け
を
行
い
募
金
に
協
力
を
お

願
い
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、日
曜
日
の
朝
、そ
れ
も
雨
が
降

り
、市
民
体
育
祭
等
行
事
が
中
止
に
な
る

と
こ
ろ
が
多
く
、人
出
は
ま
ば
ら
で
し
た
。

そ
れ
で
も
、残
暑
厳
し
か
っ
た
９
月
か
ら

１０

月
に
日
附
け
が
変
わ
り
急
に
秋
め
い
た
中

で
季
節
感
あ
る
募
金
の
声
掛
け
に
、快
く

応
じ
て
く
だ
さ
っ
た
家
族
連
れ
の
方
々
か
ら

は
秋
の
行
事
が
重
な
る
こ
の
日
曜
日
に
大

赤
い
羽
根
共
同
募
金
活
動

　
　
　
　
　
　
　

(

地
域
支
援
事
業)

道
路
清
掃
活
動(

地
域
支
援
事
業)

比
企
支
部

セ
ミ
ナ
ー
事
業(

親
睦
事
業)
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■支部だより

ち
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、エ
ゴ
マ
に
か
け
て
い
た
手
間
を
ほ

か
の
作
物
に
回
し
、会
員
相
互
の
親
睦
を

図
る
目
的
で
、ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
枝
豆
な
ど
を

植
え
ま
し
た
が
、こ
ち
ら
も
収
穫
量
は
イ
マ

イ
チ
で
し
た
。や
は
り
片
手
間
で
は
う
ま
く

い
き
ま
せ
ん
。

　

結
局
、原
点
に
帰
っ
て
、適
期
に
植
え
付

け
、草
取
り
な
ど
を
真
面
目
に
地
道
に
や

ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
さ
に
、「
ロ
ー
マ
は
一
日
に
し
て
な
ら

ず
」で
し
た
。

　

さ
あ
、来
年
の
収
穫
に
期
待
し
ま
し
ょ

う
！　

な
お
、ニ
ン
ニ
ク
の
売
上
金
は
、例

年
通
り
日
本
赤
十
字
社
に
寄
付
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
６
月
25
日
、支
部
総
会
に
先

立
ち
秩
父
市
歴
史
文
化
伝
承
館
に
て
埼
玉

民
俗
の
会
顧
問
の
杤
原
嗣
雄
先
生
を
お
迎

え
し「
秩
父
の
風
土
と
伝
統
文
化
」と
題

し
て
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

秩
父
は
江
戸
の
文
化
の
吹
き
だ
ま
り

と
称
さ
れ
る
が
、江
戸
を
は
じ
め
上
州
・
信

州
・
甲
州
の
国
々
か
ら
流
入
し
た
文
物
が
、

長
い
年
月
を
経
て
、山
ひ
だ
の
村
々
の
な
か

に
沈
殿
し
た
ご
と
く
、極
め
て
古
風
で
多

様
な
民
俗
文
化
圏
を
形
成
し
て
い
る
。し

た
が
っ
て
秩
父
の
祭
り
や
年
中
行
事
、民
俗

芸
能
の
な
か
に
は
秩
父
の
風
土
に
根
ざ
し
、

か
た
く
な
と

思
え
る
ほ
ど

秩
父
人
の
心

根
を
今
に
伝

え
る
特
色
の

あ
る
も
の
が

多
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

令
和
５
年
10
月
２
日
、１０
名
が
参
加
し

西
武
秩
父
駅
頭
に
て
赤
い
羽
根
共
同
募
金

活
動
を
行
い
ま
し
た
。通
勤
・
通
学
の
皆
様

か
ら
多
く
の
賛
同
を
頂
き
ま
し
た
。

変
で
す
ね
と
ね
ぎ

ら
い
の
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

年
の
瀬
を
感
じ
さ

せ
る
こ
の
行
事
も

時
代
と
と
も
に
変

化
し
て
い
る
と
感

じ
ま
し
た
。

　

秩
父
支
部
で
は
、今
年
も
会
員
所
有
の

農
地
の一
画
を
借
り
て
ニ
ン
ニ
ク
栽
培
を
実

施
し
ま
し
た
。昨
年
は
、や
や
早
め
に
植
え

て
他
が
出
回
ら
な
い
う
ち
に
、先
行
販
売

し
よ
う
と
い

う
計
画
で
し

た
が
、や
は
り

適
期
に
植
え

付
け
る
の
が

良
い
よ
う
で
、

収
穫
量
は
落

　

地
域
の
発
展

す
る
様
子
を
体

感
し
よ
う
と
秋

晴
れ
の
令
和
５

年
10
月

２４
日
、埼

玉
県
が
整
備
を

進
め
て
い
る
国
道

１４０
号
の
大
滝
ト
ン
ネ
ル
工
事
現
場
見
学
会

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、現
場
事
務
所
に
て
埼
玉
県
西
関

東
連
絡
道
建
設
事
務
所
の
方
か
ら
西
関

東
連
絡
道
の
役
割
や
大
滝
ト
ン
ネ
ル
の
概

要
、事
業
効
果
な
ど
の
説
明
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。ト
ン
ネ
ル
延
長
は
２
，０
５
３
ｍ
、

幅
員
は
二
車
線
に

２．５
ｍ
の
歩
道
付
き
で
す
。

現
道
の

７．２
ｋｍ
区
間
は
狭
隘
で
見
通
し
が
悪

く
、落
石
や
斜
面
の
崩
壊
等
が
頻
発
し
、危

険
な
状
態
と
の
こ
と
。

　

こ
の
ト
ン
ネ
ル
の
整
備
に
よ
り
走
行
時

間
の
短
縮
や
安
全
性
の
向
上
な
ど
多
く
の

効
果
が
期
待
で
き
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

そ
の
後
、施
工
業
者
の
大
林
・
西
武
・
斎

藤
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体
の
方
か
ら

施
工
方
法
や
採
用
し
て
い
る
新
技
術
等
に

つ
い
て
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

生
涯
学
習
事
業

地
域
支
援
事
業

大
滝
ト
ン
ネ
ル
工
事
現
場
見
学
会

赤
い
羽
根
共
同
募
金
活
動

秩
父
支
部春先の暑さと水不足でイマイチ

西武秩父駅頭にて

建設機械の説明を受ける
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掘
削
は
ナ
ト
ム
工
法
で
地
山
の
状
態
に

よ
り
４
パ
タ
ー
ン
で
ロ
ッ
ク
ボ
ル
ト
や
鋼
製

支
保
工
で
地
山
を
抑
え
て
掘
削
し
て
い
く

と
の
こ
と
。昼
夜
２
交
代（
た
だ
し
土
、日

曜
日
は
休
み
）で
現
在
、１
，８
４
２
ｍ
掘
り

進
ん
で
い
る
と
の
こ
と
。

　

最
新
技
術
で
は
弾
性
波
や
ト
ン
ネ
ル
ナ

ビ
を
活
用
し
て
前
方
地
山
の
状
況
を
把
握

し
な
が
ら
工
事
を
進
め
て
い
る
と
の
こ
と
。

　

そ
の
後
、乗
用
車
に
分
乗
し
て
ト
ン
ネ
ル

の
中
に
入
り
ま
し
た
。ト
ン
ネ
ル
内
は
明
る

く
大
型
の
作
業
機
械
が
整
然
と
並
ん
で
い

ま
し
た
。切
羽
前
面
ま
で
行
き
J
V
の
方

か
ら
作
業
の
状
況
や
機
械
の
説
明
を
分
か

り
や
す
く
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。ち
ょ
う

ど
発
破
の

時
間
で
し
た

の
で
安
全
な

場
所
ま
で
戻

り
、耳
を
塞

ぎ
、背
中
を

向
け
て
発
破

の
迫
力
を

体
感
し
ま
し
た
。「
ド
ス
ー
ン
」と
お
な
か

に
響
き
、皆
さ
ん
、ま
さ
に
発
展
の
槌
音
を

体
感
し
た
と
思
い
ま
す
。

　

令
和
９
年
度
末
を
供
用
開
始
の
目
標
と

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

安
全
に
早
く
完
成
す
る
こ
と
を
祈
念

し
、説
明
し
て
い
た
だ
い
た
事
務
所
及
び

J
V
の
皆
さ
ま
へ
の
お
礼
の
言
葉
と
し
ま

す
。

　

今
年
の
親
睦
旅
行
は
魚
介
類
を
た
く
さ

ん
食
べ
て
漁
業
を
応
援
し
よ
う
と
、令
和
５

年
１１
月

２０
日
、は
と
バ
ス
に
よ
る「
豊
洲
市

場
と
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
」の
旅
を
企
画

し
ま
し
た
。

　

西
武
秩
父
駅
を
朝
６
時
２
分
の
特
急
に

乗
り
東
京
駅
の
バ
ス
乗
り
場
に
向
か
い
ま

し
た
。

　

は
と
バ
ス
は
レ
イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
を
渡

り
豊
洲
市
場
に
到
着
。

　

水
産
卸
売
場
で
の
競
り
は
早
朝
か
ら
と

い
う
こ
と
で
、す
で
に
終
了
し
て
お
り
、２

階
か
ら
誰
も
い
な
い
広
い
床
を
眺
め
る
だ

け
で
し
た
。そ
の
後
、水
産
仲
卸
売
場
の

４
階
に
あ
る「
魚
が
し
横
丁
」で
活
き
の
良

い
魚
介
類
を
購
入
で
き
る
か
と
期
待
し
ま

し
た
が
、残
念
な
こ
と
に
、海
苔
や
加
工
食

品
、調
理
器
具
な
ど
し
か
な
く
、や
む
な
く

佃
煮
な
ど
を
土
産
に
し
ま
し
た
。

　

昼
食
は
市
場
近
く
の
ホ
テ
ル
レ
ス
ト
ラ
ン

で
ア
サ
リ
た
っ
ぷ

り
の
深
川
飯
を
食

べ
満
足
で
し
た
。

　

次
に
、ス
カ
イ

ツ
リ
ー
の
地
上

３
５
０
ｍ
の
展
望

デ
ッ
キ
に
昇
り
、

箱
庭
の
よ
う
な
東

京
の
街
や
遠
方

の
山
々
の
眺
望
を

楽
し
み
ま
し
た
。

真
っ
白
な
富
士
山

よ
り
霞
む
武
甲

山
を
見
つ
け
た
時

の
方
が
感
動
的
で
し
た
。

　

最
後
に
、浅
草
寺
で
常
香
炉
の
煙
を
各

自
具
合
の
悪
い
所
に
か
け
て
健
康
長
寿
を

お
祈
り
し
旅
の
終
わ
り
と
し
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
児
玉
支
部
総
会
が
令
和
５

年
５
月

１８
日（
木
）上
里
町
内
の
㈲
小
菊
で

行
わ
れ
ま
し
た
。出
席
者
は

１９
人
で
し
た
。

議
題
は
令
和
４
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支

決
算
、令
和
５
年
度
事
業
計
画
案
及
び
予

算
案
並
び
に
令
和
５
年
度
宅
建
試
験
に
つ

い
て
で
、原
案
の
と
お
り
承
認
、可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

次
に
令
和
５
年
７
月

２７
日(

木)

に
支
部

役
員
会
が
総
会
と
同
じ
会
場
で
行
わ
れ
、

出
席
者
は

１０
人
で
し
た
。議
題
は
令
和
５

年
度
宅
建
試
験
に
つ
い
て
、喜
寿
・
米
寿
該

当
者
表
敬
訪
問
、赤
い
羽
根
街
頭
募
金
、

そ
ば
打
ち
体
験
教
室
、宅
建
試
験
反
省
会

兼
研
修
旅
行
の
実
施
な
ど
に
つ
い
て
審
議

し
ま
し
た
。各
会
議
と
も
マ
ス
ク
を
着
用
し

つ
つ
も
、ほ
ぼ
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
以

前
の
形
で
行
い
ま
し
た
。

　

平
成

２５
年
に
始

め
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
も

１１
年
目
と

な
り
ま
し
た
。今
年

の
活
動
人
数
は

１３

人
で
し
た
。作
業
は

例
年
通
り
上
里
町
の「
み
ち
く
さ
の
道
」の

「
ホ
タ
ル
の
里
」の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

活
動
に
つ
い
て

令
和
5
年
度
支
部
通
常
総
会
及
び

役
員
会
の
開
催 児

玉
支
部

マグロと一緒に武甲山が見えた！！

親
睦
旅
行

切羽前面にて
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赤
い
羽
根
共
同
募
金
活
動
に
つ
い
て

除
草
で
５
月
か
ら
９
月
ま
で
第
２
日
曜
日

の
早
朝
に
行
い
、マ
ス
ク
の
着
用
は
任
意
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
年
も
６
月
か
ら
猛
暑
続
き
で
作
業
は

大
変
で
し
た
が
、ホ
タ
ル
の
発
生
は
６
月
か

ら
７
月
半
ば
ま
で
と
例
年
並
み
で
し
た
。こ

の
ホ
タ
ル
の
里
で
は
公
民
館
が
地
元
の
小

学
生
を
対
象
に
６
月
に
親
子
ホ
タ
ル
教
室

を
、７
月
に
は
ホ
タ
ル
の
放
虫
会
及
び
観
賞

会
を
行
う
な
ど
、自
然
学
習
の
場
と
し
て

も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。な
お
、今
年
の
観

賞
会
は
あ
い
に
く
の
雨
で
中
止
に
な
り
ま

し
た
。

　

例
年

１０
月
１
日
に
Ｊ
Ｒ
本
庄
駅
で
赤
い

羽
根
街
頭
募
金
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、今
年
は

１０
月
２
日(

月)

午
前
７
時
か

ら
行
い
ま
し
た
。参
加
者
は

１０
人
で
し
た
。

マ
ス
ク
着
用

で
、
通
行
の

妨
げ
に
な
ら

な
い
場
所
で

募
金
活
動

を
行
い
ま
し

た
。

　

令
和
５
年

１０
月

２４
日（
火
）

　

上
里
町
七
本
木
公
民
館
で
そ
ば
打
ち
体

験
教
室
を
行
い
ま
し
た
。参
加
者
は

１２
人

で
し
た
。支
部
活
動
の
活
性
化
事
業
と
し

て
始
め
、８
回
目
と
な
り
ま
し
た
。麺
打
ち

の
道
具
や
蕎
麦
粉
な
ど
を
持
ち
こ
み
、講

師
は
会
員
の

ボ
ラ
ン
テ
イ

ア
に
お
願
い

し
、
新
そ
ば

を
沢
山
頂
き

楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
す

こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　

令
和
４
年

１２
月

１１
日（
日
）か
ら

１２
日

（
月
）の
日
程
で
研
修
旅
行
を
実
施
し
ま

し
た
。新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
も
落
ち
着
い
て

き
た
の
で
千
葉
県
犬
吠
埼
へ
行
っ
て
き
ま
し

た
。参
加
者
は

１４
人
で
し
た
。

　

灯
台
に
登
り
ま
し
た
が
、強
風
で
体
が

飛
ば
さ
れ
そ
う
で
怖
か
っ
た
で
す
。ま
た
、

地
球
の
ま
る
く
見
え
る
丘
展
望
館
か
ら
は

水
平
線
を
ぐ
る
っ
と
１
周
、見
る
こ
と
が
で

き
地
球
の
丸
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

　

途
中
、鹿
島
神
宮
と
香
取
神
宮
を
参

拝
し
ま
し
た
。我
々
以
外
の
参
拝
者
も
結

構
い
ま
し

た
が
、
団

体
の
方
は

ま
だ
少

な
か
っ
た

よ
う
に
思

わ
れ
ま
し

た
。

　

２
０
２
４
年（
令
和
６
年
）７
月
前
半
に

お
札
が
変
わ
り
ま
す
。一
万
円
、五
千
円
、

千
円
の
三
券
種
が
改
刷
さ
れ
ま
す
。こ
の

中
の
一
万
円
札
の
肖
像
は
、渋
沢
栄
一
が
描

か
れ
て
い
ま
す
。

　

生
涯
に
お
い
て
約

５００
も
の
企
業
の
設
立

な
ど
に
関
わ
っ
た「
近
代
日
本
経
済
の
父
」

と
い
わ
れ
、実
業
界
で
活
躍
し
た
渋
沢
栄

一
。裏
面
に
は
、「
赤
レ
ン
ガ
駅
舎
」と
し
て

親
し
ま
れ
た
歴
史
的
建
造
物（
重
要
文
化

財
）の
東
京
駅（
丸
ノ
内
駅
舎
）が
描
か
れ

て
い
ま
す
。

　

デ
ザ
イ
ン
の

他
に
高
精
細

す
き
入
れ
、３

D
ホ
ロ
グ
ラ
ム

な
ど
８
つ
の
偽

造
防
止
技
術

や
識
別
マ
ー
ク
の
形
状
及
び
配
置
変
更
や

額
面
文
字
の
大
型
化
な
ど
と
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

２
年
前
の
大
河
ド
ラ
マ「
鎌
倉
殿
の

１３

人
」
、３
年
前
の
大
河
ド
ラ
マ「
青
天
を
衝

け
」で
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
大
里
支
部
、

そ
し
て
、今
年
は
新
一
万
円
札
の
肖
像
画
に

よ
っ
て
、一
層
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

我
が
郷
土
の
偉
人
を
、手
に
取
っ
て
じ
っ

く
り
味
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

５
月
に
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
の
感
染

症
法
が
定
め
る
感
染
症
２
類
か
ら
５
類
に

大
里
支
部

第
8
回
そ
ば
打
ち
体
験
教
室

大
里
支
部
紹
介

支
部
総
会
及
び
講
演
会

令
和
4
年
度
宅
建
試
験

　
　
　
　
　
　
反
省
会
兼
研
修
旅
行
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引
き
下
げ
ら
れ
、季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

と
同
じ
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、５
月

２５
日

（
木
）熊
谷
市
文
化
創
造
館
さ
く
ら
め
い
と

（
月
の
ホ
ー
ル
）に
於
い
て
、埼
玉
県
弘
済

会
副
会
長
浅
賀
康
夫
様
、埼
玉
県
北
部
地

域
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長
清
水
匠
様
の
ご
臨

席
を
い
た
だ
き
、総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

総
会
で
は
、前
年
度
の
決
算
報
告
、事

業
報
告
及
び
今

年
度
の
予
算
説

明
、事
業
説
明

等
が
行
わ
れ
、

会
員
の
皆
様
の

ご
賛
同
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

総
会
の
後
は
、

「
健
康
の
源 

お
酢
に
つ
い
て
」と
題
し
、

元
キ
ュ
ー
ピ
ー
醸
造
株
式
会
社
研
究
所
長

中
村
訓
男
氏
を
講
師
に
迎
え
、講
演
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
お
酢
は
、紀
元

前
５
，０
０
０
年

の
バ
ビ
ロ
ニ
ア
の

記
録
に
も
あ
り
、

お
酒
と
同
じ
く

ら
い
古
い
調
味

料
で
、日
本
に
は
、応
神
天
皇（

３６９
～

４０４
年
）

の
頃
に
中
国
か
ら
渡
来
し
た
。

　

お
酢
の
種
類
に
は
、醸
造
酢
と
合
成
酢

が
あ
り
、醸
造
酢
に
は
、穀
物
酢
や
果
実
酢

な
ど
が
あ
る
。

　

お
酢
の
造
り
方
は
、穀
物
や
果
実
を
原

料
に
お
酒
を
造
り
、酢
酸
菌
に
よ
り
発
酵

さ
せ
て
造
る
。

　

お
酢
の
利
用
方
法
と
機
能
と
し
て
は
、

調
味
効
果
、調
理
性
、殺
菌
、静
菌
健
康
機

能
な
ど
が
あ
り
、お
酢
の
健
康
機
能
に
は
、

ミ
ネ
ラ
ル
吸
収
ア
ッ
プ
、血
圧
上
昇
の
抑

制
、内
臓
脂
肪
の
低
下
、血
中
総
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
値
の
低
下
や
血
糖
値
の
抑
制
な
ど

が
あ
る
。

　

全
体
を
通
じ
、興
味
深
い
講
演
で
し
た
。

会
員
の
方
々
は
、身
近
に
感
じ
る
内
容
で
、

熱
心
に
聴
講
さ
れ
て
い
ま
し
た
。　

　

11
月
２
日（
木
）

　

晩
秋
の
北
関

東
を
訪
ね
る
旅

と
称
し
、わ
た
ら

せ
渓
谷
鉄
道
沿
線

（
１２２
号
沿
い
）の

草
木
ダ
ム
、足
尾

銅
山
及
び
宝

徳
寺
を
訪
ね

ま
し
た
。

　

７
時

３０
分

地
方
庁
舎
を

出
発
し
、草
木

ダ
ム
に
は
、９

時
３０
分
に
到
着
し
ま
し
た
。草
木
ダ
ム
は
、

１
９
７
６
年
に
完
成
し
た
重
力
式
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
多
目
的（
洪
水
調
整
、灌
漑
用
、

水
道
用
、発
電
用
等
）ダ
ム
で
す
。

　

ダ
ム
管
理
職
員
の
案
内
で
ダ
ム
の
下
部

ま
で
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で

１００ｍ
。降
り
立
っ
た
と

こ
ろ
か
ら
、の
け
ぞ
る
よ
う
に
見
上
げ
た
景

色
は
、圧
巻
で
し
た
。

　

こ
こ
か
ら
、３０
分
で
足
尾
市
に
入
り
、足

尾
銅
山
観
光
に
到

着
。

　

ト
ロ
ッ
コ
電
車

で
、出
発
し
、坑
道

内
で
下
車
し
て
徒
歩

で
見
学
。

　

江
戸
、明
治
、大

正
、昭
和
ま
で
、手

掘
り
の
様
子
か
ら
、

機
械
化
さ
れ
た
坑

内
作
業
の
移
り
変

わ
り
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

４００
年
に
わ
た
り
堀
り
開
い
た
坑
道
の
総

延
長
は
、１
，２
３
４
ｋｍ
に
達
し
、日
本
一の

長
さ
と
な
っ
て
い
ま
す
。明
治

１０
年
、当
時

経
営
不
振
が
続
い
て
い
た
足
尾
銅
山
を
古

河
市
兵
衛
が
購
入
し
、陸
奥
宗
光
の
協
力

や
渋
沢
栄
一の
資
金
援
助
を
受
け
て
、開
発

や
近
代
化
を
図
り
、日
本
の
鉱
山
王
と
呼

ば
れ
ま
し
た
。

　

渋
沢
栄
一は
、こ
こ
に
も
登
場
し
ま
す
。

　

明
治

３４
年
、田
中
正
造
が
鉱
毒
問
題
で

明
治
天
皇
に
直
訴
し
た
事
も
あ
り
、昭
和

４８
年
２
月

２８
日
閉
山
と
な
り
ま
し
た
。そ

の
後
、輸
入
鉱
石
に
よ
る
精
錬
が
続
け
ら

れ
ま
し
た
が
、昭
和

６３
年
に
鉱
石
に
よ
る

銅
生
産
の
歴
史
は
、幕
を
閉
じ
ま
し
た
。現

在
、足
尾
市
は
、銅

精
錬
に
よ
り
失
わ

れ
た
山
の
緑
を
取

り
戻
そ
う
と
、国
を

挙
げ
て
植
栽
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

こ
の
後
、黒
保
根

の
道
の
駅
で
休
憩

し
、昼
食
は
、わ
た

ら
せ
渓
谷
鉄
道
の

坑道内の工夫

ダム管理職員の説明

草木ダムの下部100m

列車レストラン

講演する中村訓男氏

研
修
部
会・施
設
見
学

トロッコ電車

聴講する会員の皆さん
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生
涯
学
習
部
会

神
戸
駅
構
内
に
あ
る
列
車
レ
ス
ト
ラ
ン
で

「
ヤ
マ
ト
豚
弁
当
」を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

次
は
、「
床
も
み
じ
」で
名
が
知
ら
れ
て

い
る
桐
生
市
の
禅
寺
の
臨
済
宗
宝
徳
寺
。

　

紅
葉
の
絶

景
ま
で
に
は

少
し
早
か
っ

た
が
、
床
に

映
る
別
世
界

を
十
分
味
わ

う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

地
方
庁
舎

に
は
、１７
時
に
無
事
到
着
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、２５
人
で
し
た
。

１
．グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
同
好
会

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
同
好
会
は
、多
く

の
会
員
の
参
加
の
も
と
、和
気
あ
い
あ
い
の

中
で
支
部
大
会
を
含
め
年
７
回
程
度
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
は
、１
９
８
２
年
に

国
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
推
進
事
業
の一つ
と
し

て
、鳥
取
県
泊
村（
現
：
湯
梨
浜
町
）の
教

育
委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て
開
発
さ
れ
た

も
の
で
、今
年
で

４１
年
が
経
ち
ま
す
。

　
「
い
つ
で
も
」「
ど
こ
で
も
」「
だ
れ
で
も
」

で
き
る
楽
し
い
ス
ポ
ー
ツ
で
、ゲ
ー
ム
の
特

性
が
す
べ
て
備
わ
っ
て
い
ま
す
。

２
．ゴ
ル
フ
同
好
会

　

ゴ
ル
フ
同
好
会
の
コ
ン
ペ
は
、大
麻
生
ゴ

ル
フ
場
と
上
里
ゴ
ル
フ
場
を
交
互
に
、８

月
、１２
月
、１
月
、２
月
を
除
く
、年
８
回

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

10
月

２０
日
に
大
麻
生
ゴ
ル
フ
場
に
お
い

て
、「
第

１３
回
大
里
支
部
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

秋
晴
れ
の
風
も
な
く
絶
好
の
ゴ
ル
フ
日

和
で
し
た
。こ
の
コ
ン
ペ
は
、大
里
支
部
ゴ
ル

フ
同
好
会
が
幹
事
役
と
な
り
、参
加
募
集

を
行
い
、会
員
相
互
の
親
睦
を
図
っ
て
い
ま

す
。中
で
も
、最
高
年
齢
の
大
島
常
次
さ
ん

は
、

９１
歳

に
も
か
か

わ
ら
ず
ク

ラ
ブ
に
振

ら
れ
る
こ

と
な
く
元

気
に
プ
レ
ー
し
て
い
ま
す
。ま
さ
に
、鉄
人

で
す
。

　

現
在
の
会
員
数
は

３３
人
、平
均
年
齢
は

７０
半
ば
と
な
り
ま
す
が
、毎
回

２０
人
を
超

え
る
皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ
、楽
し
く
プ
レ
ー

し
て
い
ま
す
。

３
．野
菜
講
習
会

　

野
菜
講
習
会
は
、春（
４
月
）と
夏（
８

月
）に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
と
し

て
、全
員
が
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
行
い
ま
し

た
。

（
春
の
講
習
会
）

　

４
月
６
日（
木
）に
農
林
公
園
研
修
室
に

て
、新
井
守
講
師
に
よ
り
、春
先
に
播
種
す

る
大
根
、カ
ブ
、定
植
す
る
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

や
キ
ャ
ベ
ツ
、ウ
エ
ハ
ッ
ト
、レ
タ
ス
等
の
春

野
菜
に
つ
い
て
、畑
の
準
備
、光
や
温
度
、

土
壌
分
析
、pH
、輪
作
期
間
な
ど
の
栽
培

環
境
な
ど
を
、テ
キ
ス
ト
を
交
え
講
習
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

宝徳寺「床もみじ」

妻沼運動公園自由広場

大麻生ゴルフ場
大島常次さん（９１歳）

春の講習会
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講
習
会
終
了
後
は
、分
け
葱
、蔓
日
日

草
が
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、２２
人
で
し
た
。

（
夏
の
講
習
会
）

　

８
月
３
日（
木
）に
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー

に
て
、新
井
守
講
師
に
よ
り
、秋
口
に
播

種
す
る
大
根
、カ
ブ
、定
植
す
る
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
や
キ
ャ
ベ
ツ
、ウ
エ
ハ
ッ
ト
、レ
タ
ス
等

の
秋
野
菜
用
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
畑
の
準
備
、光

や
温
度
、土
壌
水
分
、pH
や
輪
作
期
間
な

ど
の
栽
培
環
境
な
ど
に
つ
い
て
講
習
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

講
習
会
終
了
後
は
、「
寄
居
町
在
来
の

分
け
葱
」
、「
帰
山
千
両
」の
苗
及
び
カ
ボ

チ
ャ
の
種
の
配
布
が
あ
り
ま
し
た
。

　

講
習
会
は
、コ
ロ
ナ
対
策
に
配
慮
し
な
が

ら
、１
時
間
程
度
で
終
了
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、２２
人
で
し
た
。

４
．楽
し
い
歌
声

　

１０
月
５
日

　

熊
谷
市
緑
化
セ
ン
タ
ー

　

「
歌
声

あ
り
え
る
」

を
主
宰
し
、

幅
広
い
音

楽
活
動
を

し
て
い
る
東

京
音
楽
大

学
出
身
の

福
島
房
代

先
生
に
講

師
を
お
願
い
し
て
再
開
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
に
昭
和
・
平
成
の
歌
謡
曲
・
唱

歌
・フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
な
ど
か
ら
、曲
を
選
ん

で
頂
き
、先
生
の
キ
ー
ボ
ー
ド
の
演
奏
に
合

わ
せ
て
歌
い
ま
し
た
。

　
「
若
者
た
ち
」「
こ
の
広
い
野
原
い
っ
ぱ

い
」「
古
城
」「
瀬
戸
の
花
嫁
」「
学
生
時

代
」な
ど
多
く
の
リ
ク
エ
ス
ト
が
あ
り
ま
し

た
。

　

よ
く
知
っ
て
い
る
曲
、う
ろ
覚
え
の
曲
も

あ
り
ま
し
た
が
、楽
し
く
元
気
に
歌
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。先
生
の
ト
ー
ク
も
楽
し
く

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

皆
様
お
誘
い
の
上
、多
く
の
方
々
に
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

参
加
者
は
、１３
人
で
し
た
。

１
．赤
い
羽
根
共
同
募
金
事
業

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５
類
に

移
行
し
た
こ
と
か
ら
従
来
の
方
式
に
戻
り

ま
し
た
。

　

熊
谷
駅
、深
谷
駅
と
も
に

１０
月
２
日

（
月
）に
行
い
ま
し
た
。

　

熊
谷
駅

は
南
口
改

札
で
６
時

３０
分
か
ら

概
ね
２
時

間
程
度
８

人
で
１
時

間
毎
の
２

回
に
分
け
て
募
金
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

各
家
庭
で
の
募
金
も
併
せ
て
実
施
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
募
金
金
額
は
多
く
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、１
０
０
０
円
札
を
寄
付
さ
れ

た
方
も
お
り
、昨
年
よ
り
も
好
調
で
し
た
。

　

深
谷
駅
は
６
時

３０
分
か
ら

３０
分
程
度
行

い
ま
し
た
。７
人

が
２
か
所
に
分
か

れ
て
募
金
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

　

熊
谷
駅
同

様
、昨
年
よ
り
好

調
の
よ
う
で
し

た
。

　

従
来
の
方
式
に
戻
っ
た
た
め
、人
間
味
を

感
じ
る
こ
と
の
出
来
る
募
金
活
動
に
な
り

ま
し
た
。

２
．彩
華
園（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）掛

け
布
団
カ
バ
ー
交
換
事
業

　

こ
の
事
業
は
２
人
１
組
で
利
用
者
の
布

団
カ
バ
ー
を
交
換
す
る
活
動
で
、毎
月
の
第

２
土
曜
日
の
午
後
１
時

３０
分
よ
り
１
時
間

程
度
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
中
止
し
て
い

ま
し
た
が
、６
月

１０
日（
土
）か
ら
再
開
し

ま
し
た
。

　

こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
は
歴
史
と
伝

統
の
あ
る
も
の
で
、県
の「
緑
寿
園
」
時
代

か
ら
長
年
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、参
加
し
て
い
た
だ
け
る
方
が
高

齢
化
し
て
お
り
、皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い 深谷駅前にて

夏の講習会

福島先生を囲んで

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
部
会

熊谷駅南口にて
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■支部だより

し
ま
す
。

３
．熊
谷
ス
ポ
ー
ツ
文
化
公
園
に
お
け
る

花
壇
の
管
理
事
業

　

補
助
陸
上
競
技
場
東
側
の
歩
道
沿
い
に

様
々
な
団
体
の
花
壇
が
あ
り
ま
す
。そ
の
中

の
花
壇「
弘
済
会
」に
て
行
っ
て
い
ま
す
。

（
春
の
植
え
付
け
）

　

６
月
８
日

（
木
）に
三
色

の
ポ
ー
チ
ュ
ラ

カ
の
苗
を
植

え
付
け
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、毎

月
２
回
の
除

草
等
の
管
理
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
秋
の
植
え
付
け
）

　

１１
月
９
日

（
木
）に
三
色

の
パ
ン
ジ
ー
の

苗
を
植
え
付

け
ま
し
た
。

　

晩
秋
の
温

か
い
日
に
恵
ま

れ
、家
族
も
含
め
て
、１９
名
の
皆
様
が
集
ま

り
、１
時
間
ほ
ど
で
植
え
付
け
作
業
が
終

了
し
ま
し
た
。

　

歩
道
沿
及
び
周
辺
は
、各
団
体
の
花
壇

が
並
び
、例
年
ネ
モ
フ
ィ
ラ
、菜
花
、パ
ン

ジ
ー
な
ど
様
々
な
色
彩
の
花
が
咲
き
、公

園
の
見
ど
こ
ろ
と
な
っ
て
い
ま
す
。一
度
訪
れ

て
は
い
か
が
で
す
か
。

　

そ
の
後
の
管
理
は

１２
月
か
ら
毎
月
１

回
、９
時
か
ら
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

期
日　
　

令
和
４
年

１１
月
７
日（
月
）

　

見
学
場
所　

松
代
城
址
、上
田
城
址

　

令
和
４
年
度
の
施
設
見
学
会
は
、全
国

旅
行
支
援
の
援
助
の
も
と
、最
終

１６
名
の

参
加
の
旅
と
な
り
ま
し
た
。

　

例
年
通
り
、行
田
・
羽
生
・
加
須
を
発
着

地
と
し
て
、長
野
県
東
部
の
、松
代
市
と
上

田
市
を
旅
し
ま
し
た
。い
わ
ゆ
る
六
文
銭
の

家
紋
で
名
高
い
真
田
氏
の
足
跡
を
訪
ね
る

旅
で
し
た
。

　

最
初
は
松
代
市
、ま
ず
真
田
宝
物
館
の

玄
関
前
で
記
念
撮
影
を
行
い
、真
田
家
に

伝
わ
る
古
文
書
や
武
具
を
見
学
後
、江
戸

時
代
末
期
に
九
代
藩
主
真
田
幸
教
の
母
の

隠
居
所
と
し
て
建
て
ら
れ
た
真
田
邸
を
見

学
。建
物
の
見
事
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

庭
園
の
素
晴
ら
し
さ
に
は
目
を
見
張
る
も

の
が
あ
り
ま
し
た
。明
治
維
新
後
は
真
田

家
の
私
邸
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
そ
う
で

す
。

　

次
い
で
、藩
の
文
武
併
習
の
学
校
と
し

て
安
政
２
年（
１
８
５
５
）に
開
校
さ
れ

た
松
代
藩
文
武
学
校
。校
内
の
柔
術
所
で

は
、当
時
を
再
現
し
た
火
縄
銃
で
の「
バ
ー

チ
ャ
ル
砲
術
」が
で
き
、そ
れ
を
思
わ
ず
体

験
、い
い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

　

松
代
で
の
最
後
の
見
学
地
は
、松
代
城

址
、真
田
氏
十
代
が
居
城
し
た
城
で
、現

在
、城
門
、石
垣
な
ど
が
復
元
さ
れ
、往
時

を
忍
ば
せ
る
感
が
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、き
の
こ
を
自
家
栽
培
し
て
い
る

「
き
の
こ
の
里
」で
昼
食
を
と
り
、午
後
は

上
田
市
に
あ
る
天
正

１１
年（
１
５
８
３
）に

真
田
昌
幸
が
築
い
た
上
田
城
跡
を
見
学
し

ま
し
た
。

　

徳
川
秀
忠
率
い
る
約
三
万
の
軍
勢
を

わ
ず
か
数
千
で
迎
え
撃
っ
て
秀
忠
軍
を
釘

付
け
に
し
、秀
忠
の
関
ヶ
原
遅
参
の
一
因
を

作
っ
た
上
田
城
。市
立
博
物
館
で
基
礎
知

識
を
入
れ
て
、城
内
を
見
学
。東
虎
口
櫓
門

前
で
は
、お
も
て
な
し
武
将
隊
の
歓
迎
を
受

け
、行
田
か
ら
来
た
と
い
う
と
、そ
こ
に
も

お
も
て
な
し
隊
が
お
り
ま
す
ね
と
言
わ
れ
、

し
ば
し
親
近
の
感
を
う
け
ま
し
た
。入
場

後
、真
田
神
社
、真
田
井
戸
、本
丸
跡
、西

櫓
を
見
学
、特
に
西
櫓
は
、尼
ケ
淵
の
河
岸

段
丘
上
に
築
か
れ
た
本
丸
隅
櫓
で
、外
壁

は
板
張
り
と
し
、そ
の
上
か
ら
軒
の
部
分
ま

で
を
塗
籠
さ
れ
て
お
り
、武
者
窓
や
矢
狭

間
、鉄
砲
狭
間
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

帰
路
は
、石
垣
の
残
る
北
虎
口
か
ら
出
て
、

上
田
の
旧
城
下
町
を
歩
き
、バ
ス
の
停
ま
っ

二人一組で交換作業

春の植え付け

秋の植え付け

北
埼
玉
支
部

施
設
見
学
会
を
開
催
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て
い
る
駐
車
場
へ
向
か
い
ま
し
た
。

　

四
百
有
余
年
の
真
田
氏
の
歴
史
を
感
じ

た
旅
で
し
た
。

　

期
日　
　

令
和
５
年
２
月

１５
日（
水
）

　

開
催
場
所　
ワ
ー
ク
ヒ
ル
ズ
羽
生

　

令
和
４
年
度
は
、久
し
ぶ
り
に
羽
生
総

合
病
院
の
先
生
を
講
師
に
迎
え
、健
康
講

座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

担
当
し
て
い
た
だ
い
た
の
は
、作
業
療

法
士
の
渡
辺
奈
江
先
生
で
、演
題
は
、我
々

の
年
代
に
あ
っ
た「
指
先
を
使
っ
た
認
知
症

予
防
」で
し
た
。認
知
症
の
症
状
の
ほ
と
ん

ど
は
、大
脳
に
あ
る「
前
頭
前
野
」の
機
能

に
関
係
が
あ
る
そ
う
で
す
。認
知
症
の
方

と
接
す
る
時
に
問
題
と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
、感
情
、身
近
の
自
立
の
障
害
は
、全

て
大
脳
に
あ
る
前
頭
前
野
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
て
い
る
と
の
こ
と
。

　

特
に
、手
は
繊
細
な
動
き
が
必
要
な
た

め
多
く
の
神
経
細
胞
が
集
ま
っ
て
お
り
、そ

れ
が
脳
へ
と
つ
な
が
っ
て
お
り
、脳
に
は
指

先
と
口
や
舌
の
動
き
を
感
じ
る
部
分
の
領

域
が
広
く
存
在
し
て
い
る
、い
わ
ゆ
る
指
先

を
使
っ
た
運
動
は
広
範
囲
に
わ
た
り
脳
を

刺
激
し
て
く
れ
る
と
の
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

　

そ
し
て
、手
指
の
運
動
と
し
て
、講
師
の

合
図
で「
後
だ
し
ジ
ャ
ン
ケ
ン
」を
し
ま
し

た
。「
勝
つ
手
を
出
し
て
下
さ
い
」と
い
う
、

通
常
の
ジ
ャ
ン
ケ
ン
は
な
ん
と
か
で
き
る
の

で
す
が
、「
負
け
る
手
を
出
し
て
下
さ
い
」

に
は
頭
を
使
い
ま
し
た
。さ
ら
に
両
手
で
異

な
る
手
を
出
す
こ
と
に
は
戸
惑
い
ま
し
た
。

始
め
る
前
は
、簡
単
な
競
技
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、意
外
に
難
し
い
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。

　

質
問
も
で
る
な
ど
、楽
し
い
ひ
と
時
で
し

た
。

　

な
お
、参
加
者
は

２５
名
で
し
た
。

　

期
日　
　

令
和
５
年
５
月

１７
日（
水
）

　

開
催
場
所　
ワ
ー
ク
ヒ
ル
ズ
羽
生

　

総
会
当
日
は
、１７
名
の
出
席
会
員（
委

任
状
を
含
め
る
と
規
定
の
過
半
数
を
超
え

て
い
ま
す
）の
も
と
、①
令
和
４
年
度
の
事

業
報
告
及
び
収
支
決
算
報
告
、②
令
和
５

年
度
の
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
、③
そ

の
他
の
事
案
が
審
議
さ
れ
、原
案
通
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
審
議
終
了
後
、会
員
か
ら「
宅
地

建
物
取
引
士
資
格
試
験
を
埼
玉
県
弘
済

会
が
受
託
で
き
な
く
な
る
と
の
話
を
小
耳

に
聞
い
た
が
、現
在
の
状
況
を
教
え
て
欲
し

い
」と
の
質
問
が
あ
り
、現
在
の
状
況
を
話

し
、本
年
度
は
例
年
通
り
弘
済
会
で
実
施

さ
れ
、北
埼
玉
支
部
は
昨
年
度
同
様
、日

本
工
業
大
学
が
担
当
と
な
る
予
定
で
あ
る

の
で
、ご
協
力
を
願
い
た
い
と
回
答
し
、総

会
は
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　
期
日　
　
令
和
５
年
１０
月
２
日（
月
）

　
実
施
場
所　
　
Ｊ
Ｒ
行
田
駅
頭

　
本
年
度
も
昨
年
度
と
同
様
、行
田
駅
頭
に
お

い
て
、行
田
駅
の
ご
了
承
の
も
と
、赤
い
羽
根
共

同
募
金
街
頭
募
金
活
動
を
行
い
ま
し
た
。当
支

部
か
ら
は
６
人
、そ
れ
に
行
田
市
社
会
福
祉
協

議
会
の
職
員
１
名
を
加
え
た
７
名
の
皆
さ
ん
に

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
午
前
７
時
に
開
始
し
、通
勤
通
学
の
方
々
が一

段
落
し
た
午
前
８
時
す
ぎ
ま
で
行
い
ま
し
た
。

本
年
度
は
、昨
年
度
と
異
な
り
、募
金
箱
を
首

か
ら
か
け
る
従
来
通
り
で
の
募
金
活
動
で
し

た
。

　

集
ま
り
ま
し
た
募
金
1
0
，７
７
８
円
は
、

即
日
、埼
玉
県
共
同
募
金
会
行
田
市
支
会
に

納
入
し
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
支
部
総
会
を
開
催

生
涯
学
習
健
康
講
座
を
開
催

赤
い
羽
根
共
同
募
金
街
頭
募
金
活
動

を
実
施

埼
葛
支
部
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令
和
５
年
１
月

１７
日（
火
）、新
春
講
演

会
を
開
催
し
ま
し
た
。昨
年
、一
昨
年
は
コ
ロ

ナ
感
染
の
影
響
で
中
止
と
な
っ
て
い
た
も
の

で
、３
年
ぶ
り
の
開
催
で
し
た
。

　

講
師
に
は
、落
語
家
の
横
山
談
ら
く
師

匠
を
お
招
き
し
、講
演
と
古
典
落
語
を
聞

か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。講
演
で
は
談
ら
く

師
匠
の
体
験
に
基
づ
く
落
語
の
世
界
と
お

弟
子
さ
ん
の
関
係
な
ど
、他
の
人
か
ら
聞

け
な
い
貴
重
な
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

特
に
、五
代
目
円

楽
師
匠
と
談
志
師

匠
の
弟
子
の
育
成
に

つ
い
て
の
考
え
方
の

違
い
な
ど
は
、示
唆

に
富
み
興
味
深
い
も

の
で
し
た
。後
半
の
落
語
で
も
、い
や
い
や

酢
豆
腐
を
食
べ
さ
せ
る
若
旦
那
の
仕
草
や

表
情
が
面
白
く
、参
加
者
の
笑
い
を
誘
っ
て

い
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、第
2
部
と
し
て
、会
員
参

加
者
と
講
師
を
努
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た

横
山
談
ら
く
師
匠
も
同
席
さ
れ
、新
春
賀

詞
交
換
会（
懇
親
会
）を
開
催
し
ま
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
の
懇
親
会
と
な
っ
た
こ
と
で
、

会
員
は
そ
れ
ぞ
れ
の
近
況
を
伝
え
合
っ
た

り
、県
職
時
代
の
思
い
出
話
な
ど
で
盛
り

上
が
り
、楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
５
月

２６
日（
金
）、岩
槻
駅
東

口
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
会
員

３０
名
出

席
の
も
と
令
和
５
年
度
総
会
を
開
催
し
ま

し
た
。総
会
に
は
、東
部
地
域
振
興
セ
ン

タ
ー
佐
々
木 

亨
所
長
に
、ご
来
賓
と
し
て

ご
出
席
い
た
だ
き
、ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

総
会
で
は
、「
令
和
4
年
度
事
業
報
告

及
び
収
支
決
算
」
、「
令
和
5
年
度
事
業

計
画
及
び
収
支
予
算
」が
審
議
さ
れ
、い
ず

れ
も
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。ま
た

「
宅
建
試
験
の
協

力
機
関
と
し
て
の

弘
済
会
の
状
況
等

に
つ
い
て
」説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
か
ら
４
年
度
ま
で
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
街
頭
募
金
活

動
が
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
が
、

５
年
度
は

１０
月
２
日（
月
）に
、３
名
が
参

加
し
て
、春
日
部
市
社
会
福
祉
協
議
会
等

と
春
日
部
駅
西
口
前
で
活
動
を
行
い
ま
し

た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
募
金
は
、即

日
、埼
玉
県
共
同
募
金
会
春
日
部
市
支
会

に
納
入
し
ま
し
た
。

　

１０
月
15
日（
日
）実
施
の
宅
建
試
験
で

は
、申
込
者
数
２
，５
５
６
人
の
獨
協
大
学

会
場
を
担
当
し
ま
し
た
。会
員
の
高
齢
化

の
為
も
あ
り
、必
要
要
員

１４４
名
の
う
ち
、会

員
は

２３
名
で
し
た
。

　

ま
た
、当
日
は
雨
で
最
悪
と
な
り
、会
員

に
は
ご
苦
労
を
お
掛
け
し
ま
し
た
が
、無
事

に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

10
月
31
日（
火
）日
帰
り
バ
ス
旅
行
を
13

名
が
参
加
し
て
開
催
し
ま
し
た
。埼
玉
が

誇
る
観
光
地
、自
然
の
宝
庫
長
瀞
で
、今

年
オ
ー
プ
ン
し
た
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
を
鑑
賞

し
、県
立
自
然
の
博
物
館
で
は
海
獣
パ
レ
オ

パ
ラ
ド
キ
シ
ア
の
化
石
と
対
面
し
、最
後
に

長
瀞
ラ
イ
ン
下
り
に
乗
船
を
し
ま
し
た
。

紅
葉
に
は
少
し
早
か
っ
た
で
す
が
、天
候
に

恵
ま
れ
、秋
の
一
日
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

新
春
講
演
会・賀
詞
交
歓
会
の
集
い

総
会
の
開
催

赤
い
羽
根
街
頭
募
金
活
動

宅
地
建
物
取
引
士
資
格
試
験

日
帰
り
バ
ス
旅
行「
長
瀞
の
秋
を
楽
し
む
」
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